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ャ

i
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ム
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け
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社
会
主
義

古

賀

秀

男

一
八
四
八
年
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
全
般
に
わ
た
る
日
和
見
主
義
的
傾
向
の
拾
頭
に
よ
っ
て
、
十
有
余
年
に
わ
た
っ
て
激
し
く
も
え
上

っ
た
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
は
急
速
に
死
滅
し
、
革
命
的
気
運
は
過
ぎ
去
っ
た
、
と
理
解
さ
れ
て
き
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
を
文
字
通
り
に
理
解
す
る
こ
と
は
果
し
て
正
鵠
を
得
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
さ
き
に
公
表
し
て
き
た
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
史

研
究
訂
）
一
連
の
継
続
を
な
す
も
の
と
し
て
、
一
八
四
八
年
以
後
の
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
歴
史
的
な
再
評
価
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
お
v

さ
て
末
期
チ
ャ

i
テ
イ
ズ
ム
は
従
来
の
研
究
史
に
よ
っ
て
い
か
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
二
巻
本
の
大
著
を
者
わ
し
た
ド
レ
ア
ン
は

一
八
四
八
年
で
鼓
述
を
全
く
打
切
り
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ワ

l
ク
と
見
な
さ
れ
て
い
る
ホ

l
ヴ
ェ
ル
の
研
究
は
、

「
一
八
四
八
年
の
チ

f
i
テ

ィ
ス
ム
の
崩
壊
以
後
に
つ
い
て
は
エ
ピ
ロ
ー
グ
以
外
に
書
く
べ
き
こ
と
は
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
」
と
主
張
し
、
僅
か
五
頁
足
ら
ず
の
樋
め
て

簡
略
な
ス
ケ
ッ
チ
を
与
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
き
ら
に
ベ

l
ア
も
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
に
異
常
な
関
心
を
示
し
な
が
ら
、
一
八
四
八
年
以
後
に

つ
い
て
は
僅
々
二
頁
を
割
い
て
い
る
の
み
で
、
ロ

l
ゼ
ン
プ
ラ
ッ
ト
は
一
八
四
O
年
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
。
一
方
わ
が
国
の
研
究
を
顧
れ

ば
、
上
田
貞
次
郎
氏
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ワ

l
ク
を
は
じ
め
、
最
近
の
飯
田
鼎
民
の
労
作
に
お
い
て
も
、
一
八
四
八
年
以
後
は
「
チ
ャ

l
テ
イ
ス

ト
運
動
の
余
燈
」
と
し
て
や
は
り
付
加
的
位
置
以
上
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
か
か
る
取
扱
い
方
は
事
実
を
正
し
く
伝
え
て
い
る

チャ
1
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

七
七



チャ
l
テ
イ
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ム
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お
け
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社
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義

七
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の
だ
ろ
う
か
。
ケ
ニ
ン
ト
ン
・
コ
モ
ン
の
大
集
会
以
後
、
運
動
は
壊
滅
し
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
や
や
詳
細
に
論
じ
た
も
の
も
な
い
で
は
な
い
。
ス
ロ
ッ
ソ
ン
、
ウ
エ
ス
ト
、
ロ
ー
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
の
労

作
、
か
そ
れ
で
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
い
ず
れ
も
、
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
一
部

ω指
導
者

ω
み
の
運
動
に
堕
し
た
と
理
解
し
て
お

り
、
そ
の
意
義
と
役
割
を
充
分
評
価
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
八
四
八
年
以
後
、

五
0
年
代
初
頭
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
は
上
述
の
研

究
史
が
教
え
る
よ
う
に
大
き
な
意
味
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
従
来

ω研
究
が
そ
れ
を
不
当
に
ネ
グ
レ
ク
ト
し
て
き
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る

0
3ら
シ

ョ

l
エ
設
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
研
究
事
前
よ
っ
て
末
期
チ
ャ

l
テ
ィ
ス
ム
の
再
評
価
の
試
み
が
公
け
に

さ
れ
た
の
は
正
し
く
こ
こ
数
年
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

中
核
た
る
「
全
国
憲
章
協
会
」
の
戦
闘
的
な
指
導
者

ω殆
ん
ど
が
逮
捕
さ
れ
、

ケ
ニ
ン
ト
ン
・
コ
モ
ン
の
大
集
会
の
後
、
ラ
ッ
セ
ル
内
閣
の
も
と
官
憲
の
弾
圧
は
日
増
し
に
激
佑
し
、
同
年
六
月
！
八
月
の
聞
に
、
組
織
の

し
か
も
そ
の
多
く
が
二
年
間
の
禁
鋼
刑
を
宣
せ
ら
れ
た
。
残
さ

れ
た
オ
！
コ
ン
ナ
l
、
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
ら
は
下
院
の
急
進
派
、
グ
ル
ー
プ
に
接
近
し
、
人
民
憲
章
を
放
棄
し
始
め
た
。
確
か
に
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運

動
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
失
い
、
壊
滅
の
危
機
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
二
年
聞
の
試
練
は
チ
ャ

1
テ
イ
ス
ト
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
え
尽
し
は
し
な
か
っ
た
。
否
、

一
八
五

O
年
、
末
期
の
最
高
指
導
者
ア

l
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
（
一
八
一
九

l
六
九
）
を
は
じ

め
多
く
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
が
戦
列
に
復
帰
す
る
や
、
運
動
は
再
び
新
し
い
そ
し
て
進
ん
だ
理
論
と
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
を
も
っ
て
激
し
く

も
え
上
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
新
た
な
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
」
に
特
徴
的
な
も
の
、

そ
れ
は
一
八
四
八
年
以
前
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
社
会
主
義
の

主
張
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
産
階
級
と
の
協
調
を
排
除
し
つ
つ
運
動
再
建
の
た
め
に
あ
く
な
き
努
力
を
続
け
た
ジ
ョ

l
ン
ズ
、

ジ
ュ
リ
ア
ン
・

ハ
l
＝

l
（
一
八
一
七
！
九
七
）
ら
の
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
は
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
、

シ
ャ
ツ
パ

l
ら
と
親
交
を
結
び
、
国
際
社
会

主
義
運
動
に
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
過
去
の
運
動
敗
北
の
経
験
を
活
か
し
て
一
八
五
一
年
三
月
、
明
瞭
に
社
会
主
義
的
な
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
新



綱
領
を
定
め
、

マ
ル
ク
ス
主
義
に
極
め
て
接
近
し
た
。
か
く
て
、
労
働
者
階
級
自
身
に
よ
る
政
治
権
力
獲
得
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
そ
の
社
会

一
八
五

0
年
代
に
至
っ
て
窮
極
目
的
に
社
会
主
義
社
会
を
掲
げ
た

改
革
の
窮
極
目
的
を
明
確
に
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
は
、

社
会
主
義
運
動
へ
と
前
進
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
ネ
グ
レ
ク
ト
す
る
乙
と
は
こ
の
理
論
的
前
進
を
過
少
評
価

す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
を
ば
単
な
る
政
治
改
革
運
動
と
理
解
す
る
重
大
な
誤
謬
を
招
く
お
そ
れ
あ
り
、
ひ

い
て
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
成
長
発
展
の
不
可
能
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
」
見
解
を
弁
護
す
る
こ
と
に

も
な
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
ら
の
点
を
反
省
し
つ
つ
、
と
く
に
一
八
五
一
年
の
新
綱
領
に
焦
点
を
合
せ
な
が
ら
、

ー
テ
イ
ズ
ム
の
歴
史
的
な
評
価
と
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
と
思
う
。

）
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（
 
拙
稿
「
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
運
動
と
ト
レ
ー
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
」
（
「
西
存

史
学
論
集
」
六
輯
及
び
「
チ
ャ
ー
チ
ィ
ス
ト
運
動

ω歴
史
的
性
格

と
意
義
に
つ
い
て
｜
労
働
組
合
と
の
関
速
に
お
い
て
l
」
、
「
西
洋
史

学
」
四
十
二
一
瞬
）

本
稿
は
昭
和
三
十
二
年
度
第
五
十
六
回
史
学
会
大
会
西
洋
史
部
会
の

報
告
の
前
半
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

同－

u
o忘
E
U
F
O
の
E
『
丘
即
日
夕
お
8
1
5＆・

N
e
s
a－

MM胆
吋
伊
国

HUHN・

(2) (3) (4) 

冨
・
出

o
s－
－
－
吋

Z
の

E
司
氏
田
仲
宮

O〈
o
g
g仲－

F
O
E
S
H由
民
・

同

Y
N由

h

静岡同・

冨
・
切
開
。
ア
〉
回
目
白
骨

0
4
0同
国
立
広
島

ωonM色
町
自
・

F
Oロ
aoロ

S
N
H・
〈

OH
同

b
H
Y
H叶
N
l
H叶印
・

司
自
ロ

r
司
・
河
口
目
。
ロ
ザ
目
白
骨
ゲ
吋

FO
の
町
但
吋
円
即
位
宮

o
a
g咽
ロ
ゲ
同
ロ

【仲田

ωonw曲
目
白
ロ
仏
関

noロ
O
B
W
〉

Mhu四
nH・
。

gh里
遺
守
ぼ
円
、
苦
‘
ぜ
ミ
包

HH

(5) (6) 

チャ
l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
議

一
人
四
八
年
以
後
の
チ
ャ

(7) 

h叫

H
E
E
§
畑町ななミ・
SHhu
〈

OH－
a
h
M
E
H
（H由
Hm・）

上
回
貞
次
郎
「
階
紋
闘
争
と
し
て
の
チ
ャ
l
テ
イ
ズ
ム
」
（
「
産
業
革

命
史
研
究
」
大
正
十
三
年
三
九
二
三
年
〕
所
収
）
九
二

l
九
三
頁
。

飯
田
鼎
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
の
生
成
」
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
十
三

年
）
。

同
書
三
八
三
頁
。

HM・
4
『・

ω目。白血
O
P
1円
宮
口

o
n
Z
5
0同
同
町
仰
の

E
E
Z
冨

o
s
a

g
m
a－

z－d
「・
5
5・

同・

4
『
g
y
h
r
出向

$
0
3
0同
5
0
の
宮
司
巴
白
骨
冨

O
Z
B
o
z－

F
Oロ
aoロ
S
N
0
・
ウ
エ
ス
ト
に
は
末
期
を
無
視
し
た
そ
れ
以
前
の
研

究
に
対
す
る
批
判
的
態
度
が
見
ら
れ
る
。
ウ
エ
ス
ト
に
対
す
る
私
の

立
場
は
後
述
。

、同，

F・
同

o
s
z
o－ロ
w

同吋

2
5
ゎ
E
Z
Z
B
S
F同
vog江
田

g
・
円
。
ロ
t

a
g
S
N由
・
ロ
ー
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
は
末
期
チ
ャ
l
テ
イ
ズ
ム
を
「
イ

(8) (10) (9) 。。。司

七
九
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ャ
1
テ
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ズ
ム
末
期
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お
け
る
社
会
主
義

ン
タ
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
先
駆
」
と
し
て
高
く
評
価
し
た
が
定
時
・

E
Y
H
N品
1
5
3
、
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
全
体
に
わ
た
る
評
価
は

充
分
で
な
い
よ
う
で
あ
る
o
（nm－UHM
・8
1
S）。

(13) 

同・

ω白〈
2
0
・
開
吋

HMgけ一『
O
ロ
四
回
日
。
F
由

H込山
田
グ
印
日
目
。
口
t
o口
同

3
5

仲町
0
4司
ユ
苦
肉
的
自
己

ωuoonFO回
O同
開
g
g
H
』
8
2
2
S

F
可
。
仏
ロ
ロ
己
申
ロ
白
白
一
色

Z
o
g曲－

H
Oロ
色
。
ロ
呂
町
N・
本
書
に
つ
い
て

は
拙
梢
紹
介
「
世
界
史
研
究
」
十
八
号
を
参
照
。
本
書
中
に
付
録
と

し
て
一
八
五
一
年
の
新
綱
領
全
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
利

用
し
た
。

U4l 

〉・

HN・
ωnFO吋叩ロ・バ門
F
O
ハ
UF同
門
江
田
件
。
『
田
口
。
ロ
mH叩
・
〉

HMO円一門司但席

。
『
の
00吋
間
四
』
ロ
ロ
同
ロ
国
防
吋
同
居
一
司
・

F
Oロ
aoロ］巴印∞・

U司

切・〉・日
uO出同氏。回・

0
ロ唱。吋唱曲目再認巾占回一司叶国内叶内同
O円
。
民
O出国巾出寸白

H∞印］
a

可

o
h目
・
（
回
O口唱
on民
国
内
40】MEW
］FU印、吋－
N）
ロ
ツ
コ
フ
「
一

八
五
一
年

ωチ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
大
会
の
綱
領
に
つ
い
て
」

ω・回・「白
l

旬
開

sr
穴
・
－
A
白岡】相内角川出⑤・

ω
回目
1
2
－rn
回。。】
Mra巾
ω
同
国
Oω
】MOi

M
E巾
国
民
巾
胃
回
』

5
5
0出国
0
3
戸
向
者
言
ω
冨
白
田

E
E白
』
巾
問
。
｜
阿

g
h
o回
同
同
一
円
回
2
内何回・（
Z
O田
町
四
国
民
国
O回
巾
出
巨
白
出

Z20MME出
u
H由

印∞・

ω）
ガ
ル
キ
ン
コ
八
五
0
年
代
初
頭
の
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ

ズ
ム
復
興
の
た
め
の
闘
争
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
」
。

ロ
ジ
コ
フ
は
綱
領
を
中
心
に
末
期
チ
ャ

i
テ
ィ
ス
ム
を
高
く
評
価
し

た
が
、
ガ
ル
キ
ン
は
若
干
の
点
で
ロ
ツ
コ
フ
に
は
過
大
評
価
が
あ
る

と
し
て
批
判
し
て
い
る
o

そ
の
他
と
く
に
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス

と
の
関
連
か
ら
扱
っ
た
も
の
に
セ
ミ
ョ

l
ノ
フ
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン

ゲ
ル
ス
と
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
」
（
一
九
三
三
）
、
ブ
イ
コ
フ
「
マ
ル

/¥ 。

u骨

ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
」
（
一
九
三
四
）
、

ミ
ハ
イ
ロ
フ
「
一
八
四
九

l
一
八
五
三
年
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
党
の
た

め
の
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
闘
争
」
（
一
九
五
五
）
、
パ
フ

「
一
八
四
五
年
八
月
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在

の
新
資
料
」
（
一
九
五
六
）
が
あ
る
が
、
未
見
。
な
お
ロ
シ
ア
語
文

献
の
閲
読
は
酉
柏
崎
有
厚
、
大
畑
勝
両
氏
の
御
好
意
に
よ
る
も
の
で

みのマ。。

ケ
ニ
ン
ト
ン
・
コ
モ
ン
の
大
集
会
の
際
、
十
六
万
余
の
警
備
隊
が
待

機
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
八
日
後
（
四
月
十
八
日
山
、

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
活
動
を
封
ず
る
た
め
「
王
室
及
び
政
府
保
護
法

案
）
（
p
o耳
ロ
自
色
の
0
2吋ロ言。ロ昨日凶
0
2
ュq
田
口
）
は
下
院

を
通
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目

す
Jえ

き
評
価
を
与
え
Tこハ

の
編
集
tと
な
る

一
八
五
O
年
六
月
、

?3 

同
州
告
白
宮
町
の
由
民
3

紙
（
創
刊
号
）
は
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
注

の
指
導
者
は
最
近
数
年
聞
に
極
め
て
急
速
に
前
進
し
、

「
一
八
五
O
年
の
『
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
』
は
一
八
四
O
年
の
チ

7
lテ
イ
ズ
ム
と
は
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
層

デ
モ
ク
ラ
ッ
ト

ま
っ
た
く
ほ
ら
で
は
な
く
真
の
民
主
主
義
者
で
み
の
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
彼
ら
は
単

純
な
政
治
改
革
の
恩
組
か
ら
社
会
革
命
の
思
想
へ
と
前
進
し
た
の
で
あ
る
。
」

同
紙
は
述
べ
て
い
お
P

更
に
「
赤
旗
の
下
に
お
け
る
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
は
」
と
翌
月
の

「
労
働
者
の
主
張
を
擁
護
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

：
・
わ
れ
わ
れ
の
主
張
、

す
な
わ
ち
『
一
八
五
O
年
の
チ
ャ

l
テ
ィ
ズ

ム
』
は
イ
ギ
リ
ス
の
真
の
民
衆
の
主
張
で
あ
る
。
：
：
：
目
下
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
わ
が
兄
弟
た
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
た
ち
を
大
規
棋

に
こ
の
旗
の
下
に
動
員
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
自
ら
に
よ
る
こ
の
言
葉
は
一
八
五
O
年
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
性
格
を
力
強
く
そ
し
て
明
瞭
・
簡
潔
に
描
き
出
し
て
い

る
。
こ
の
立
場
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
社
会
主
義
の
立
場
そ
の
も
の
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。
か
か
る
理
論
的
前
進
は
い
か
に
し
て
進
め
ら
れ
た
の

で
晶
の
ろ
う
か
。

既
に
他
の
機
会
で
述
べ
た
如
げ
円

一
人
四
八
年
以
前
の
主
要
な
指
導
者
の
聞
で
は
運
動
の
窮
極
目
的
は
社
会
的
幸
福
に
あ
る
と
は
い
え
、
社

会
主
義
と
い
う
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
結
局
そ
の
運
動
は
極
め
て
不
統
一
な
労
働
大
衆
が
人
民
憲
章
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
結
集
さ
れ
た
も
の

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
社
会
的
に
は
、
産
業
革
命
末
期
の
激
し
い
変
動
の
中
で
飢
餓
と
貧
困
に
あ
え
ぐ
不
熟
練
労
働
者
、
没
落
手
工

労
働
者
層
の
爆
発
的
な
不
満
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
故
に
大
工
業
制
度
が
安
定
を
み
せ
、
経
済
状
態
が
好
転
し
始
め
た
一
八
四
二

年
以
後
、
運
動
は
急
速
に
大
衆
的
基
盤
を
喪
失
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
一
八
四
二
年
以
来
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
中
に
多
く
の
分
派
が

チャ
i
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

A 



チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

八白

現
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
第
一
は
中
産
階
級
と
同
盟
す
る
に
至
っ
た
「
完
全
選
挙
権
同
盟
」
の
分
立
で
あ
り
、
第
二
に
は
「
全
国
憲
章
協
会
」
内

部
に
お
け
る
「
実
力
派
」
と
「
道
徳
派
」
と
の
対
立
で
あ
っ
た
。
と
く
に
オ
l
コ
ン
ナ
ー
が
「
実
力
派
」
で
独
裁
的
権
力
を
振
う
に
至
つ

て
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
ら
多
数
は
そ
れ
か
ら
離
れ
、
ま
た
オ
i
コ
ン
ナ
l
の
小
土
地
農
民
制
を
理
組
と
す
る
土
地
計
画
を
め
ぐ
る
対
立
も
は
ら
ん
で
い

た
。
か
よ
う
に
第
三
回
の
そ
し
て
最
後
の
大
詰
願
を
行
っ
た
一
八
四
八
年
は
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
解
体
寸
前
の
危
機
状

態
に
あ
っ
た
。
し
か
も
乙
の
辰
後
の
大
デ
モ
は
オ
l
コ
ン
ナ
l
の
裏
切
り
に
よ
り
う
や
む
や
の
う
ち
に
解
散
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
末

期
の
最
高
指
導
者
ア
l
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
が
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
た
の
は
こ
の
時
別
で
あ
り
、
彼
は
ま
さ
し
く
こ
の

危
機
に
頻
し
た
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
体
験
と
そ
の
自
己
批
判
の
上
に
立
っ
て
い
た
。

一
八
五
O
年
八
月
（
出
獄
直
後
）
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
一
人
四
八
年
の
諸
事
件
を
顧
つ
つ
次
の
よ
う
な
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
再
建
の
優
れ
た
理

論
と
戦
術
と
を
公
表
し
た
戸

一
八
四
八
年
春
の
民
主
主
義
運
動
は
驚
ろ
く
べ
き
激
し
さ
を
示
し
た
。
国
民
大
会
は
大
衆
の
熱
狂
的
支
持
に
よ
っ
て
聞
か
れ
、
力
と
団
結
の

前
に
い
か
な
る
支
同
勢
力
点
敵
し
得
な
い
ζ

と
を
一
示
す
か
の
如
く
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
内
部
に
大
き
た
茅
盾
が
あ
っ
た
。
す
た
わ
お
内
部
で

分
裂
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
分
裂
が
「
道
徳
派
」
と
「
実
力
派
」
と
の
聞
に
激
佑
し
日
々
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
き
、
ま
た

一
O
O
人
の
代
表
の
う
ち
六
O
人
し
か
召
集
に
応
じ
な
く
な
っ
た
と
き
、
ま
た
国
家
の
変
革
を
主
張
し
て
い
る
人
々
が
今
わ
れ
わ
れ
の
行
っ
て

い
る
こ
と
は
合
法
的
で
あ
る
か
ど
う
か
と
論
じ
始
め
た
と
き
、

そ
の
集
会
場
は
伺
人
の
気
ま
ま
な
意
見
で
お
互
ぞ
あ
げ
つ
ら
う
道
場
と
化
し

た
。
か
く
て
反
対
分
子
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
非
難
に
力
を
得
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
政
権
は
弾
圧
の
絶
好
機
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
る
。
今
わ
れ
わ
れ
に

必
要
な
こ
と
は
団
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
団
結
を
説
く
だ
け
で
は
労
働
大
衆
は
動
か
な
い
。
何
故
な
ら
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
に
無
関
心
で

あ
っ
た
労
働
大
衆
は
も
と
よ
り
、

チ
ャ
テ
イ
ズ
ム
に
従
っ
て
き
た
大
衆
で
す
ら
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
本
質
を
充
分
に
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
労
働
大
衆
の
組
織
化
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
は
癒
章
の
も
た
ら
す
実
際
的
社
会
的
効
果
を



大
衆
の
前
に
提
示
す
る
必
要
あ
り
と
信
ず
る
。
彼
ら
は
政
治
権
力
と
社
会
的
改
善
と
の
結
び
つ
き
を
充
分
理
解
し
て
い
な
い
と
思
う
。
彼
ら
の

前
に
自
由
の
帽
子
を
差
し
出
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
傍
に
「
大
き
な
パ
ン
塊
」
を
付
け
加
え
な
け
れ
ば
無
駄
だ
。
こ
の
仕
事
こ
そ
チ
ャ

l
テ
ィ

ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
者
た
る
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
十
八
世
紀
聞
の
歴
史
の
経
験
か
ら
、
政
治
権
力

は
社
会
的
改
善
が
享
受
さ
れ
る
以
前
に
獲
得
さ
る
べ
き
こ
と
を
彼
等
に
教
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
協
同
組
合
や
そ
の
他
産
業
と
知
識
と
を
結
合
さ

せ
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
試
み
は
、
政
治
権
力
が
一
つ
の
支
配
階
級
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
る
限
り
、
彼
ら
か
ら
死
の
重
み
を
も
っ
悲
惨
き

を
取
除
く
乙
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

ジ
ョ

l
ン
ズ
の
か
か
る
明
確
な
立
場
は
、

し
か
し
一
八
五

O
年
八
月
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
既
に
一
八
四
八
年
の
ケ
ニ
ン
ト
ン
・
コ
モ

ン
大
集
会
前
後
か
ら
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
四
八
年
二
月
、
ド
l
ヴ
ァ

l
海
峡
の
彼
方
で
革
命
の
の
ろ
し
が
う
ち
あ
げ
ら
れ
る
直
前
、
彼
は

道
徳
派
と
実
力
派
の
対
立
の
解
消
を
説
き
つ
つ
団
結
を
力
説
し
、
次
の
如
く
呼
び
か
け
た
。

「
私
の
前
の
弁
士
た
ち
に
よ
っ
て
道
徳
派
と
実
力
派
に
つ
い
て
多
く
の
乙
と
が
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
両
者
に
一
一
線
を
劃
そ
う
と
い
う

考
え
を
聞
く
の
は
嫌
い
で
す
。
何
故
な
ら
道
徳
（
派
）
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
道
理
あ
る
正
し
い
考
え
で
あ
る
乙
と
を

意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
実
力
派
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
そ
の
正
し
い
考
え
を
確
立
す
る
た
め
に
力
告
も
っ
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

そ
れ
だ
か
ら
両
者
は
一
本
の
幹
に
実
っ
た
双
子
の
桜
の
実
な
の
で
す
。
：
：
：
（
し
か
し
な
が
ら
）
あ
る
強
盗
が
家
の
中
に
押

し
入
っ
た
と
き
、
も
し
道
徳
派
だ
け
で
警
官
を
動
員
せ
ず
し
て
す
べ
て
充
分
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
は
何
故
強
盗
に
訓
戒
を

た
れ
る
牧
師
を
呼
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
牧
師
は
こ
う
告
げ
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
『
あ
な
た
は
間
違
っ
て
い
る
、
ど
う
か
出
て
い

っ
て
下
さ
い
、
盗
っ
た
も
の
を
返
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
ど
う
か
善
良
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
て
下
さ
い
』
と
。
し
か
し
彼
ら
は
結
局
、
椙

棒
を
使
う
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
も
し
強
盗
が
手
向
う
な
ら
頭
を
打
砕
く
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
：
：
：
強
盗
に
対
し
て

は
法
律
を
適
用
し
な
さ
い
。
そ
し
て
も
し
諸
君
が
話
合
い
に
よ
っ
て
彼
を
処
分
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
警
官
の
動
員
を
考
え
な

チャ
l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義
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さ
し、
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主
義

八
四

こ
の
思
考
は
必
然
的
に
ジ
ヨ

l
ン
ズ
を
し
て
実
力
派
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
ら
し
め
た
。
だ
が
彼
は
単
な
る
暴
力
行
為
を
煽
動
し
た
の
で
は
な

ぃ
。
彼
は
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。

「
私
は
実
力
に
よ
る
暴
動
を
忠
告
す
る
の
で
な
い
が
故
に
私
は
実
力
派
組
織
の
擁
護
者
で
あ
る
。
：
：
：
そ

れ
だ
か
ら
私
は
組
織
を
擁
護
す
る
。
組
織
な
く
し
て
は
民
衆
は
モ
ッ
ブ
で
し
か
な
い
。
し
か
し
組
織
を
も
て
ば
そ
れ
は
一
つ
の
軍
隊
と
な
る
の

円
。
切

だ
。
」
「
わ
れ
わ
れ
の
義
務
は
何
か
。
そ
れ
は
団
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
わ
れ
わ
れ
が
今
や
勝
利
を
目
前
に
控
え
て
い
る
こ
と
ぞ
諸
君
に

告
げ
よ
う
c
」
と
。
更
に
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
人
民
憲
章
な
し
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
、

救
わ
れ
な
い
と
述
べ
な
が
ら
、

次
の
如
く
続
け
て
い
る
。
民
主

主
義
が
到
来
し
た
と
き
に
は
、

「
わ
れ
わ
れ
は
政
治
機
関
の
起
動
力
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
力
に
も
の
を
い
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
力
で
独
裁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
他
の
階
級
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
の
至
上
権
を
認

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
注
意
を
労
働
組
合
に
向
け
さ

せ
よ
う
。
け
だ
し
労
働
組
合
員
こ
そ
労
働
者
階
級
の
中
核
な
の
だ
か
ら
。
・
・
・
・
チ
ャ
ー
タ
ー
だ
、
く
じ
け
る
な
。
」
と
。

め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
己

そ
の
た
め
に
は
、
と
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
力
説
す
る
。

「
就
中
、

こ
の
よ
う
に
し
て
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
既
に
獄
中
生
前
を
送
る
前
か
ら
優
れ
た
理
論
と
戦
術
と
を
展
開
し
、
科
学
的
社
会
主
義
へ
と
接
近
し
て
い

た
。
し
か
も
彼
の
立
場
は
あ
く
ま
で
も
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
の
実
践
的
経
験
の
上
に
、
自
己
批
判
の
上
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
ο

し
か
し
な
が
ら
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
陣
営
内
部
に
お
け
る
対
立
は
激
佑
し
、

全
く
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
情
勢
に
あ
っ
た
。

最
も
大
き
な
打
撃

は

↓
八
四
八

l
五
O
の
空
白
期
に
お
け
る
オ
l
コ
ン
ナ
l
の
退
却
で
あ
っ
た
。
オ
l
コ
ン
ナ
l
は
確
か
に
ケ
ニ
ン
ト
ン
・
コ
モ
ン
以
後
も
人

一
八
四
九
年
七
月
三
日
、
五
O
年
七
月
十
一
日
の
二
度
に
わ
た
っ
て
人
民
憲
章
を
下
院
に
提
出
し
た
。
し
か
し
彼

民
憲
章
の
弁
護
者
で
あ
り
、

は
既
に
チ
ャ

i
テ
イ
ス
ト
運
動
の
将
来
に
希
望
を
失
い
、
労
働
者
階
級
独
自
の
勢
力
で
運
動
を
遂
行
せ
ん
と
す
る
明
確
な
立
場
も
信
念
も
失
い

リ
ト
ル
・
チ
ャ
ー
タ
ー

か
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
四
八
年
以
来
、
彼
は
中
産
階
級
急
進
派
の
指
導
者
で
「
小
憲
章
」

（
普
通
選
挙
で
な
く
、
一
円
主
選
挙
権
を
要
求
す

る
）
の
主
唱
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
ュ

l
ム
に
接
近
し
、
翌
年
に
は
乙
の
「
小
憲
章
」
に
も
と
づ
く
「
全
国
議
会
及
び
財
政
改
革
協
会
」
に
加
入
し



、
白
山
v

d

た－
y
、
こ
う
し
て
オ
l
コ
ン
ナ
l
は
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
出
掛
当
初
か
ら
ジ
ョ

l
ン
ズ
派
と
オ
l
コ
ン
ナ
l
派
と

の
対
立
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

ジ
司

l
ン
ズ
と
共
闘
し
た
G
・
I
・ハ

l
ニ
！
と
オ
l
コ
ン
ナ
！
と
の
対
立
は
既
に
一
八
四
九
年
三
月
に
始
ま
っ
て
い
た
。
当
時
チ

h
T
l
テ

ィ
ス
ト
の
機
関
紙
「
ノ
l
ザ
ン
・
ス
タ
i
」
は
、
所
有
権
は
オ
i
コ
ン
ナ
ー
に
あ
る
が
、
実
際
の
編
集
は
ハ

l
ニ
l
が
行
っ
て
い
て
、
彼
は
こ

の
機
関
紙
を
通
じ
て

内
回

2
U
0
0
2
0可
と
円
巾
門
日

2
H
E
E
－SH
H
U
B
の
宣
伝
に
努
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ハ

l
ニ
ー
に
対
し
て
、

チ
ャ

l
テ

イ
ズ
ム
の
信
奉
者
と
自
称
し
て
い
た
オ
l
コ
ン
ナ
l
は
、
三
月
三
日
の
同
紙
上
で
そ
の
目
℃
ロ
巴
目
白
邑
白
日
と
国
際
主
義
偏
重
に
攻
撃
を
加

え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
聞
は
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
た
め
に
の
み
捧
げ
ら
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
の
主
張
は
共
和
主
義
に
も
外
国
の

｛日申

革
命
に
も
何
ら
関
係
は
な
い
の
だ
、
労
働
者
た
ら
よ
、
共
和
主
義
者
の
煽
動
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
｜
と
。

一
連
の
オ
l
コ
ン
ナ
l
の
ハ

ー
ニ

l
批
判
は
か
く
の
如
く
反
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ

l
ニ
ー
は
こ
れ
に
反
駁
を
加
え
論
争
は
沸
騰
し
た
が
、
結
局
ハ

l
ニ
ー
も
筆
を
柔
げ

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
彼
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
の
手
紙
（
一
八
四
九
年
三
月
十
九
日
）
で
「
彼
（
オ
l
コ
ン
ナ
l
）
は
骨
の
髄
ま
で

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ッ
ト
で
あ
っ
て
、
た
だ
個
人
的
な
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
で
身
を
お
お
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
：
：
：
彼
は
あ
ら
ゆ
る
卑
俗
さ
と
不
潔

（ロ）

な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
あ
ら
ゆ
る
貧
慾
さ
を
身
に
つ
け
て
い
る
」
と
非
難
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
か
く
て
ハ

l
ニ
l
は
彼
自
身
の
社
会
民
主
主

義
的
立
場
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
機
関
紙
と
し
て
、
四
九
年
六
月
「
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ヴ
ュ

l
」
を
発
刊
し
、
マ
ル
ク
ス
、

ル
ス
の
援
助
を
受
け
、
翌
五

O
年
六
月
に
は
一
層
徹
底
し
た
「
レ
ッ
ド
・
リ
パ
ブ
リ
カ
と
を
発
刊
し
九
百
こ
れ
ら
を
通
じ
て
ハ
！
？
は
革

エ
ン
ゲ

命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
護
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

執
行
委
員
を
選
出
し
た
。
し
か
し
対
立
は
既
に
明
白
に
現
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
ジ
ョ

l
ン
ズ
、

一
八
五

O
年
十
一
月
、
釈
放
さ
れ
た
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
を
迎
え
て
、
全
国
憲
章
協
会
は
新

、

、

／

1
1

＝
1
1
 

レ
イ
ノ
ル
ズ
ら
が
付
執
行
委

員
会
は
中
産
階
級
と
の
協
調
を
拒
否
す
る
、
何
人
民
憲
章
に
そ
の
窮
極
目
的
た
る
社
会
改
革
に
関
す
る
条
項
を
付
け
加
え
る
、
の
二
点
を
基
本

方
針
と
決
定
し
た
の
に
対
し
、
オ
l
コ
ン
ナ
l
派
は
急
進
派
・
改
良
派
と
の
同
盟
を
も
く
ろ
み
、
翌
年
初
頭
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
会
議
を
召
集

チャ
l
テ
ィ
ス
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

八
五



チャ
I
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

八
六

し
、
ハ
門
運
動
の
も
つ
社
会
的
目
的
を
放
棄
し
政
治
改
革
の
み
に
限
る
、
ロ
中
産
階
級
（
と
く
に
「
全
国
議
会
及
び
財
政
改
革
協
会
）
」
）
と
の
同

盟
を
は
か
る
こ
と
、
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
オ

I
コ
ン
ナ
l
派
は
次
第
に
勢
力
を
増
し
て
い
っ
た
。
翌
五
一
年
十
一
月
、
再
度
の
執

行
委
員
選
挙
で
ひ
ョ

l
ン
ズ
は
最
高
点
で
選
出
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
オ
l
コ
ン
ナ
l
、
ァ

i
ノ
ッ
ト
、
ホ
リ
ヨ

l
ク
ら
他
の
当
選
者
は
何
れ
も

中
産
階
級
と
の
協
調
を
唱
え
る
人
々
で
あ
っ
た
0
1
）
全
く
孤
立
し
失
望
し
た
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
、
中
産
階
級
と
の
同
盟
者
と
は
協
同
で
き
ぬ
と
し
て

執
行
委
員
を
辞
し
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
多
数
派
が
改
良
主
義
陣
営
に
堕
し
た
現
在
、

ジ
ョ

l
ン
ズ
、

ハ
l
＝
ー
ら
の
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
に
と

っ
て
情
勢
は
極
め
て
悪
化
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
等
と
く
に
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
く
じ
け
な
か
っ
た
。

〔四｝

会
で
彼
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。

一
八
五
O
年
十
月
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
集

議
長
及
び
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
労
働
者
よ
。
今
日
日
曜
は
一
八
0
0
0
の
説
教
壇
か
ら
一
八
0
0
0
人
の
牧
師
た
ち
が
富
者
の
福
音
を
説
い

て
い
る
。
私
は
こ
こ
に
貧
者
の
福
音
を
説
く
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
の
民
主
主
義
を
説
く
た
め
に
立
っ
て
い
る
。
二
年
前
私
は
「
団
結
せ
よ
、
団

結
せ
よ
、

団
結
せ
よ
」

の
三
つ
の
言
葉
を
い
っ
た
た
め
に
投
獄
さ
れ
た
。

し
か
し
私
は
も
う
一
度
乙
の
三
つ
の
言
葉
を
繰
返
す
。

「
団
結
せ

ょ
、
団
結
せ
よ
、
団
結
せ
よ
」
と
。
か
つ
て
私
は
一
人
の
テ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
と
し
て
投
獄
さ
れ
た
。
し
か
し
私
は
一
人
の
共
和
主
義
者
と
し
て

グ
リ
i
シ・ヲラ一
7
ク

出
獄
し
て
来
た
。
私
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
街
に
は
た
め
く
「
緑
の
旗
」
に
つ
い
て
語
っ
た
た
め
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
私
は
そ
の
後
、
旗
の
色
を

変
え
た
。
今
や
そ
れ
は
赤
旗
な
の
で
あ
る
1
1
1
と
。

彼
の
中
産
階
級
に
対
す
る
断
固
た
る
立
場
は
、

五
一
年
五
月
「
中
産
階
級
の
選
挙
権

l
何
故
そ
れ
が
民
主
主
義
の
主
張
に
有
害
な
の
か
」
と

題
し
た
論
文
で
明
瞭
に
一
示
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
そ
の
中
で
、

選
挙
権
の
部
分
的
拡
大
は
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
力
を
弱
め
る
も
の
に
他
な
ら
な

ぃ
。
何
故
な
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
中
産
階
級
を
政
権
へ
近
づ
か
せ
、

チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
か
ら
完
全
に
引
離
し
て
敵
の
勢
力
を
一
一
周
増
大
せ
し
め
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
せ
っ
て
事
を
仕
損
じ
て
は
な
ら
な
い
。
中
産
階
級
は
わ
れ
わ
れ
の
利
採
を
尊
重
す
る
た
め
に
わ
れ



わ
れ
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

妨
害
し
て
来
た
こ
と
で
は
伝
か
っ
た
の
か
。
」

と
論
じ
た
。

「
中
産
階
級
が
長
年
や
っ
て
来
た
と
と
は
何
だ
っ
た
か
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
選
挙
権
獲
得
を

｛

md

【

mv

こ
の
立
場
は
周
年
九
月
及
び
五
二
年
六
月
の
論
説
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
い
る
。

と
く
に
前
者
で
は
封
働
者
階
級
と
利
害
を
共
に
す
る
も
の
と
し
て
、
小
商
店
主
（
由
自
己
目
白
F
o
u
l
w
m
m宮
『
）
、
小
農
民
（
回
目
色
－

P
吋
S
O円）

兵
士
及
び
警
官
を
あ
げ
、
そ
れ
以
外
の
階
層
は
敵
対
階
級
だ
と
力
説
し
、
後
者
で
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
派
を
攻
撃
し
、
彼
等
は
実
は
ウ
ィ
ッ
グ

な
の
だ
、
し
か
し
て
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ウ
ィ
ッ
グ
は
ト

l
リ
！
な
の
だ
、
彼
等
の
利
害
に
お
ど
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
呼
び
か
け
た
。

か
く
、
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
は
出
獄
直
後
に
ジ
ョ

l
ン
ズ
が
明
確
に
打
出
し
一
八
五
O
年
の
執
行
委
員
会
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
基
本

方
針
を
護
り
続
け
、
そ
の
も
と
に
労
働
大
衆
の
再
結
集
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
集
約
的
に
表
現
し
た
も
の
が
、
五
一
年
三

月
に
成
立
し
、
サ
グ
ィ
ル
に
よ
っ
て
「
社
会
民
主
主
義
国
家
の
青
写
見
〕
、
ロ
ひ
コ
フ
に
よ
っ
て
「
社
会
主
義
建
設
の
計
一
位
｝
と
評
価
さ
れ
た

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
新
綱
領
で
あ
っ
た
。
さ
て
従
来
の
研
究
で
等
閑
視
さ
れ
て
来
た
こ
の
新
綱
領
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

｝
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”
同
YHAF吋・
h
r
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ωnFCMZwロ”

H
Y
5
0・
呂
町
巳
F
H
n・町－
HW－
E
z
g
u
F
Z－S
l
g
w
g・

オ
l
コ
ン
ナ

l
は
共
産
主
義
の
原
理
に
反
対
し
た
。
同
d
p
h
h
a
F
G
ミー

ミ（
H

∞
会
lhお）
U
－
E
由・仙ロ

ω－om曲

g・u
－企・）。

回－

HW・
吋
白
旬
R
E
E
w
n仲田）・品目－

kr
・河・

ωnvo可。ロ
w
同uu－
H∞
由
民
・
回
－
∞
・
「
白
bREH出向

w
n仲間》・町、吋・

選
ば
れ
た
執
行
委
員
及
び
得
票
数
は
次
の
通
り
。

。。(10 (14) (13) (12) 
票

Reynolds 1,805 

G.J.Harney 1,774 

E.Jones 1,757 

J. Arnott 1,605 

F.O’Connor 1,314 

G.J. Holyoake 
1,201 

818 

811 

709 

デ
l
ヴ
ィ
ス
は
辞
退
し
た
の

で
同
，
F
ロロ
M
g回
国
ロ
ロ
同
が

繰
上
げ
当
選
。

（
同
＼
巧
町
田
？
？

N
B・
ωH01

凹
阻

OEW同YHH品・）

Davis 

J.Grassby 

Miln 

八
／又

(16) (lo) 

」
『
・

ω同
〈

M－HOLM
－
仏

AH・

同吋・開・

2
ロ
2
1
0
W
2
y
g
l
g
u
g
l
E－
乙
れ
は
コ
ブ
デ
ン
、
ブ

ラ
イ
ト
ら
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
派
お
よ
び
改
良
派
た
る
ウ
ォ
ル
ム
ズ

リ
l
派
と
手
を
結
ぶ
乙
と
で
あ
る
。
ま
た
乙
の
会
談
は
、
ジ
ョ

l
ン

ズ
が
激
し
く
攻
撃
し
た
か
の
「
協
同
組
合
店
」
の
設
立
を
企
て
た
。

一
八
五
一
年
の
執
行
委
員
及
び
得
票
数
は
次
の
通
り
。

。司
900票

720 

600 

566 

565 

502 

470 

456 

336 

ずれも終選。

(West, p.267) 

P.M. M’Douall 198はい

Thurnton Hunt 282, 
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ロ
ジ
コ
フ
は
改
良
派
陣
営
を
少
数
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
疑
問
。

（℃
O
浜
岡
O
回・

nzu
・H
H
C
）。

ヲ
ョ

l
ン
ズ
は
こ
の
執
行
委
員
選
挙
に
先
立
っ
て
、
現
在
の
九
名
か

ら
有
給
委
員
三
名
に
減
ら
し
、
正
真
正
銘
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
を
選

出
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
に
。
（
足
。
ミ
芯
喜
句
E
P
Z
O〈・

5
w

H∞
巴
・
古
』
・

ω胆
〈
忌
タ
可
制
》
・
ロ
∞
I
H
S－
）
な
お
、
こ
れ
が
実
質

上
全
国
憲
章
協
会
最
後
の
執
行
委
員
選
挙
と
な
っ
た
。

Q
－
H
・

ω曲〈出－
owHYK悼∞
w
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HW・の己目。師羽山
0・同
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h

提
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也
。
2
・Mデ
扇
町
。
・
同
ロ
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・

ω号
店
P

3
・ロ
N

HHω
・
kr
・阿川・

ωロ印
MOM－oロ
る
－

H由∞・

(1/D 自由



帥

H
q
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h
a
H
b
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晶、s
h
q
R
〈
O

「
ア
M
M
℃
・
臼

1
8
（
冨
但
司
L
g
H）
・
宮

』・

ω白
戸
、
出
H
0
・
H》
匂
・
］
戸
町
吋
1
l
H叶
H
・

ミ
q
H
S
H
q
H
E
H
U
S
』
p
h
p
〈

o－
－
－

U
2
Y
2
H
l
g
A
F
3
0
Z・
扇
町
同
）
・

山
口
』
・

ω担
ぐ
出
戸
O
U
同｝刷》・

H叶
H
l
l
H叶
AF・

倒

h
u
S
』
冒
』
号
、
ば
一

F
E
B
N。・
guN・
宮
』
・

ω但
〈
口

H
P
3・
H

E？

H
J可
印
・

』・

ω担
ぐ
出
戸
刊
w

可－
A

旧日・

切
・
〉
・
℃
O
採
択
O
回

u
n仲℃－
H
］
5
・

馳

帥倒

ジ
ョ

l
ン
ズ
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
新
綱
領
町
）

ω
チ
ャ

1
テ
イ
ズ
ム
貫
徹
の
た
め
、
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
に
よ
る
政
治
権
力
獲
得
の
た

め
、
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
組
織
の
と
る
べ
き
戦
略
、
戦
術
を
論
じ
た
部
分
と
、

ω政
治
権
力
獲
得
後
の
実
際
的
な
社
会
機
構
の
改
変
を
述
べ
た
部

分
と
の
こ
っ
か
ら
成
り
立
つ
。

「
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
全
国
会
議
の
最
高
の
義
務
は
」
と
綱
領
は
胃
頭
で
主
張
す
る
。

「
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
組
織
を
拡
充
し
、

そ
の
組
織
を
他

の
あ
ら
ゆ
る
政
治
運
動
か
ら
独
立
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
聞
に
政
治
的
社
会
的
知
識
を
最
大
限
に
普
及
せ
し
め
る
こ

と
で
あ
る
。
」
こ
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
主
張
は
、
中
産
階
級
に
ヨ
リ
多
く
の
思
恵
を
与
え
る
選
挙
権
の
部
分
的
拡
大
と
全
く
対
立
す
る
。
「
憲

章
は
そ
の
完
全
無
欠
な
形
で
か
ち
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｛

3｝
 

つ
効
力
を
損
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
」

（
何
故
な
ら
）
そ
の
要
点
の
一
つ
で
も
省
略
す
る
こ
と
は
、
他
の
要
点
の
も

綱
領
は
更
に
闘
争
方
針
と
し
て
次
の
乙
と
を
説
い
て
い
る
。

ω自
治
都
市
及
び
各
教
区
に
お
け
る
政
治
権
力
も
人
民
の
手
に
掌
握
さ
る
べ
き

づ
ア
i
マ
l

ζ

と。

ωチ
ャ
！
テ
イ
ズ
ム
は
労
働
組
合
及
び
そ
の
他
の
封
働
者
団
体
の
聞
に
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ω農
業
州
で
は
借
地
農
及
び
農
業
労

働
者
の
聞
に
運
動
を
拡
大
し
、
更
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
衆
に
、
炭
坑
夫
に
、
鉱
夫
に
、
ま
た
鉄
道
労
働
者
に
も
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か

く
の
如
く
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
組
織
の
下
に
広
範
な
下
層
大
衆
の
糾
合
を
強
調
し
ぼ
し
か
し
こ
れ
ら
大
零
伊
』
糾
合
す
る
た
め
に
は
、
チ
ャ

l
テ

ィ
ス
ト
の
目
指
す
政
治
体
制
が
現
在
の
階
級
政
治
よ
り
遥
か
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
明
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
社
会
的
変
革
を
伴
わ

チャ
l
テ
ィ
ス
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

l¥ 
九



チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

九。

な
い
政
治
的
変
革
は
無
意
味
で
あ
り
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
実
際
的
改
革
者
で
な
け
れ
ば
労
働
者
、
職
工
、
借
地
農
、
商
人
の
支
持
は
得
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
マ
ピ
反
省
し
つ
つ
次
の
如
く
続
け
る
。

「
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
団
体
は
そ
れ
故
に
、
被
抑
圧
者
の
擁
護
者
と
し
て
先
頭
に
立
つ
べ
き

で
あ
る
O
i－
－
：
：
現
在
の
孤
立
し
た
労
働
者
階
級
の
団
体
を
共
通
の
地
盤
の
上
に
ひ
き
寄
せ
、
結
合
さ
せ
る
き
や
つ
な
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

O

i
－
－
－
こ
れ
ら
孤
立
し
た
諸
勢
力
の
「
統
合
者
』
と
し
て
先
頭
に
立
つ
こ
と
、
数
百
万
の
人
々
を
一
つ
の
纏
っ
た
大
衆
に
結
合
す
る
こ
と
、
こ
の

国
の
冬
眠
状
態
に
あ
る
精
神
を
覚
醒
せ
し
め
る
ζ

と
、
更
に
か
く
結
集
さ
れ
た
勢
力
を
正
し
い
方
向
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
人
民
の
代

表
た
る
こ
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
会
議
の
義
務
で
あ
り
、
努
力
す
べ
き
点
で
あ
る
。
」

以
上
綱
領
の
前
半
は
、
人
民
大
衆
の
代
表
と
し
て
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
団
体
の
役
割
を
規
定
し
、
人
民
の
政
治
権
力
獲
得
の
闘
争
に
お
い
て

前
衛
党
的
役
割
を
果
す
べ
き
乙
と
を
説
い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
「
労
働
者
党
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。

次
に
綱
領
の
後
半
で
説
く
社
会
機
構
の
改
変
と
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
か
。
ま
ず
「
土
地
固
有
は
国
民
的
繁
栄
の
唯
一
の
真
実
の
土
台
で

あ
る
」
と
土
地
固
有
佑
を
規
定
す
る
戸
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
政
府
は
農
業
委
員
会
を
設
置
し
、
人
民
の
手
に
引
渡
す
目
的
で
ま
ず
荒
蕪
地
、

共
有
地
、
教
会
領
、
王
室
領
を
時
価
で
買
上
げ
、
新
た
に
国
の
借
地
人
に
地
代
を
課
し
て
貸
与
し
、
そ
の
地
代
収
入
は
国
家
基
金
と
し
て
一
層

の
ひ
い
て
は
完
全
な
土
地
固
有
化
の
た
め
に
使
用
す
る
、
と
説
い
て
い
る
。
第
二
に
教
会
を
規
定
し
、
宗
教
は
精
神
界
の
も
の
と
し
て
世
俗
的

管
理
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
説
き
、
教
会
と
国
家
と
の
完
全
な
分
離
、
全
教
会
財
産
を
国
有
と
す
る
、
十
分
の
一
説
、
教
区
税
を

全
廃
す
る
こ
と
、
国
家
は
各
教
会
の
内
部
政
策
（
僧
侶
の
任
免
な
ど
）
に
干
渉
し
な
い
、
教
育
事
業
に
対
す
る
教
会
の
認
可
は
不
要
、

を
掲
げ
た
。
第
三
に
教
育
に
つ
い
て
、

の
諸
点

「
あ
ら
ゆ
る
人
聞
は
物
質
的
生
活
の
糧
を
得
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
精
神
活
動
の
糧
を
得
る
権

利
を
も
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
原
則
の
下
に
、
教
育
の
機
会
均
等
を
説
い
た
。
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
学
校
は
国
家
に
よ
っ
て
支
弁
さ
れ
、
全
国

民
に
無
料
で
門
戸
を
聞
く
こ
と
、
そ
の
一
部
は
義
務
教
育
と
す
る
こ
と
、

（

m）
 

置
し
て
徐
々
に
徒
弟
制
を
廃
止
し
て
ゆ
く
、
と
規
定
す
る
。

技
術
教
育
を
重
ん
じ
、
実
業
学
校
合
同
門
吉
弘
氏
m
H
R
Y
O
O
】
）
を
設



労
使
聞
の
問
題
と
労
働
者
階
級
の
解
放
を
論
じ
た
第
四
条
の
「
労
働
に
関
す
る
法
律
」
は
章
一
要
で
あ
る
。

「
労
働
は
圃
民
の
富
の
創
造
者
で

あ
る

0

・
：
：
・
に
も
掬
ら
ず
雇
傭
主
と
労
働
者
と
の
関
係
は
今
ま
で
社
会
の
安
寧
と
矛
盾
し
て
き
た
。
：
：
：
労
働
は
資
本
の
奴
隷
で
あ
り
、
自
由

の
原
理
に
全
く
反
し
た
賃
金
奴
隷
制
の
も
と
に
時
吟
し
て
い
る
。
現
在
の
抑
圧
さ
れ
た
状
態
か
ら
労
働
を
解
放
す
る
た
め
に
、
賃
金
奴
隷
制
を

一
一
層
早
く
徹
廃
し
協
同
主
義
的
原
理
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
次
の
方
策
が
提
案
さ
れ
る
。
」
と
綱
領
は
述
べ
る
。
こ
こ
で
特
に

強
調
さ
れ
た
方
法
と
は
協
同
組
合
を
積
極
的
に
組
織
す
る
こ
と
で
、
そ
の
基
本
的
立
場
は
「
協
同
主
義
的
原
理
は
民
衆
の
安
寧
に
と
っ
て
本
質

的
な
も
の
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
綱
領
は
協
同
組
合
の
目
標
と
し
て
「
種
々
の
組
合
や
協
会
を
単
位
組
合
か
或
は
支
部
と
す
る
一
つ
の
全
国

連
合
体
」
の
創
立
を
説
、
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
徐
々
に
産
業
の
国
有
佑
（
こ
の
言
葉
を
明
確
に
は
使
用
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
）
を
進
め
る
こ
と

を
規
定
し
て
お
り
、
政
治
権
力
掌
握
の
下
に
お
け
る
国
家
的
規
模
の
協
同
組
合
を
考
え
て
い
知
こ
の
場
合
綱
領
は
、
オ
ウ
エ
ン
主
義
に
起
源

一
八
三

0
年
代
初
頭
に
熱
狂
的
に
拡
ま
り
な
が
ら
も
あ
え
な
く
消
え
去
っ
た
個
々
ば
ら
ば
ら
の
協
同
組
合
を
讃
美
し
て
い
る
の
で
は

（

M
J〉

決
し
て
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
綱
領
の
見
通
し
は
基
本
的
に
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
綱
領
は
万
人
が
働
く
権
利
を
も
っ
と
い
う
立
場
か
ら

を
も
ら
、

救
貧
法
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
身
体
強
健
で
労
働
能
力
あ
る
者
と
病
弱
・
老
年
に
よ
る
労
働
不
能
者
の
双
方
俳
句
対
象
と
し
て
前
者
に
は
国
家

が
仕
事
を
与
え
、
適
切
な
一
麗
怖
が
欠
除
せ
る
期
間
は
国
家
が
生
活
を
保
障
す
る
、
ま
た
後
者
は
国
家
に
よ
っ
て
生
活
が
保
障
さ
れ
る
と
述
べ
て

い
る
のそ

の
他
第
六
条
の
課
税
に
関
す
る
規
定
以
下
、
出
国
債
、
州
通
貨
、
同
陸
軍
、
問
海
軍
、
出
国
民
軍
制
、
同
出
版
の
自
由
に
つ
い
て
立
場
を

明
ら
か
に
し
た
。
同
で
は
産
業
や
生
活
必
需
品
に
対
す
る
課
税
を
排
し
、
土
地
及
び
蓄
積
さ
れ
た
資
本
に
課
税
さ
る
べ
き
を
規
定
し
、
出
で
は

階
級
政
府

ωも
と
で
階
級
目
的
に
使
用
さ
れ
る
国
債
は
人
民
の
利
拡
に
反
す
る
と
し
て
そ
の
償
却
を
主
張
し
た
。
阿
川
川
の
規
定
は
人
民
の
自
由

を
脅
か
す
非
民
主
的
な
軍
隊
制
度
の
改
革
を
唱
え
、
徹
底
的
改
革
を
行
う
ま
で
の
臨
時
の
改
善
措
置
と
し
て
次
の
こ
と
を
主
張
す
る
。
す
な
わ

ち
、
強
兵
者
は
徴
兵
満
期
が
来
れ
ば
、
長
官
の
更
新
な
し
に
は
そ
の
配
属
部
隊
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
、
兵
士
は
四
年
経
て
ば
解
放
さ
れ
る
こ

チ
ャ

l
テ
ィ
ス
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

ブL
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と
、
軍
隊
を
市
民
か
ら
孤
立
さ
せ
た
兵
営
に
住
ま
せ
る
こ
と
は
彼
等
に
家
庭
生
活
の
義
務
を
忘
れ
さ
せ
、
堕
落
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
訓
練
上

も
不
必
要
で
あ
る
か
ら
や
め
る
こ
と
、
軍
隊
が
民
家
に
宿
営
し
た
場
合
に
は
宿
泊
人
と
し
て
料
金
を
支
払
う
こ
と
、
階
級
の
昇
進
は
公
正
に
行

一
年
以
上
同
階
級
に
滞
ま
る
べ
き
こ
と
、
並
び
に
買
収
に
よ
る
昇
進
を
徹
廃
す
る
こ
と
、
な
ど
を
定
め
て
い
犯
こ
の
箪
隊
の
非
民
主
性

ジ
ョ

l
ン
ズ
も
こ
れ
に
憤
り
を
も
っ
て
攻
撃
を
加
え
た
c

いは
後
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
識
者
の
非
難
の
的
と
な
っ
た
が
、

以
上
が
新
綱
領

ω主
な
内
容
で
あ
る
。
綱
領
の
力
点
は
前
半
で
は
チ
ャ
ー
タ
ー
獲
得
の
闘
争
、
後
半
で
は
土
地
国
有
佑
、
教
会
解
放
、
教
育

民
主
化
、
労
働
者
階
級
の
解
放
、
救
貧
法
、
軍
隊
制
度
の
民
主
佑
に
あ
り
、
サ
ヴ
ィ
ル
が
「
社
会
民
主
主
義
国
家
の
青
写
真
」
と
呼
ぶ
だ
け
の

価
値
は
も
っ
て
い
る
。
さ
て
こ
の
綱
領
は
歴
史
的
に
い
か
に
評
価
し
、
位
置
づ
け
得
る
で
め
ろ
う
か
。

こ
の
綱
領
を
充
分
検
討
す
る
な
ら
ば
、

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
は
普
通
選
挙
の
み
を
目
的
と
し
、
漠
然
と
し
た
激
し
い
社
会
的
不
満
を
反
映

す
る
の
み
で
明
確
な
社
会
的
目
標
を
も
た
な
い
運
動
、
と
す
る
評
価
が
少
く
と
も
末
期
に
つ
い
て
は
い
か
に
誤
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
れ
は
明
確
に
社
会
主
識
を
志
向
し
て
い
る
。
綱
領
の
も
つ
意
義
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
綱
領
は
、

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
党
は
政
治
権
力

獲
得
の
闘
争
に
お
い
て
、
労
働
者
を
中
核
に
農
業
労
働
者
、
借
地
農
、
小
商
人
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
衆
を
糾
合
し
指
導
す
べ
き
前
衛
党
と
は

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
説
い
て
い
る
。
乙
の
理
論
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
深
佑
・
普
及
し
た
今
日
で
も
な
お
正
当
性
を
失
わ
な
い
っ
し
か
ら
ば
チ
ャ

l

テ
イ
ス
ト
と
そ
の
綱
領
の
立
場
は
科
学
的
社
会
主
義
と
し
て
完
全
無
欠
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
綱
領
の
中
に
、
階
級
斗
争
の
理
論

を
基
礎
と
し
て
資
本
主
義
社
会
は
発
展
す
る
に
従
っ
て
階
級
対
立
が
激
化
し
、
必
然
的
に
社
会
主
義
社
会
へ
移
行
す
る
、
と
い
う
既
に
「
共
産

党
宣
言
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
唯
物
史
観
の
原
則
が
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
が
唯
物
史
観
の
原
則
を

自
分
の
も
の
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
革
命
の
成
功
に
関
す
る
長
期
的
な
見
通
し
を
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
如
く
に
は
も

こ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
一
八
五
0
年
代
中
期
以
後
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
を
後
退
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ

（
却
）

た
。
だ
が
こ
の
こ
と
を
ガ
ル
キ
ン
が
評
価
し
た
如
く
直
ち
に
彼
ら
の
根
本
的
欠
陥
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
彼
ら
は
確
か
に
プ
ロ
レ

た
な
か
っ
た
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。



タ
リ
ア

l
ト
独
裁
の
道
は
示
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
平
和
革
命
の
道
を
提
示
し
た
乙
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
強
｝
彼
ら
は
，
イ
ギ
リ
ス
の
現
状

に
即
し
つ
つ
普
通
選
挙
権
の
獲
得
を
前
提
と
し
て
、

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
覚
の
も
と
に
労
働
者
階
級
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
平
和
的
に
民
主
主

義
を
実
現
し
得
る
と
主
張
し
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
は
民
主
主
載
が
内
戦
な
く
し
て
可
能
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
唯
一
の
国
で
あ
る
。
そ
の
故
に
チ
ャ

l

テ
イ
ス
ト
に
と
っ
て
人
民
憲
章
は
イ
ギ
リ
ス
で
獲
得
す
る
に
値
す
る
・
も
の
で
あ
る
。
」
と
。
こ
の
立
場
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て

高
く
評
価
さ

M
V
ま
た
現
代
に
お
け
る
多
く
の
封
働
者
政
党
の
基
本
的
原
則
と
し
て
生
き
て
い
る
。
か
く
て
そ
こ
に
大
き
な
欠
陥
が
含
ま
れ
て

い
る
に
せ
よ
、
急
進
主
義
か
ら
出
発
し
た
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
が
空
想
的
社
会
主
義
を
吸
収
し
、
労
働
運
動
の
実
践
を
重
ね
、

マ
ル
ク
ス
、

ニこ
‘ 〆

ゲ
ル
ス
の
影
響
を
も
受
け
な
が
ら
科
学
的
社
会
主
議
へ
と
大
き
な
前
進
を
示
し
た
ζ

と
は
明
白
で
あ
る
。

｛

M
V
 

「
マ
ル
ク
ス
主
醤
へ
至
る
『
最
後
か
ら
一
つ
前
の
言
葉
』
」
と
評
価
し
た
が
、
私
は
こ
れ
を
「
最
後
の
言
葉
」
と
い
う
意
味
に
理
解
し
た
い
。

レ
l
ニ
ン
は
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を

わ
れ
わ
れ
は
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
科
学
的
社
会
主
識
に
多
く
の
教
訓
を
与
え
、
そ
れ
に
最
も
接
近
し
た
社
会
主
義
運
動
と
し
て
歴
史
的
に

位
置
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
場
合
、
ォ
l
コ
ン
ナ
l
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
、

ア
l
ノ
ッ
ト
、

ホ
リ
ヨ

l
グ
ら
多
数
の
指
導
者
が
脱
落
し
て
い
っ
た
中
で
、
新
綱
領
の
起
草

者
で
あ
り
同
時
代
の
最
も
優
れ
た
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
、

ア
l
ネ
ス
ト
－

V
ョ
l
ン
ズ
の
果
し
た
役
割
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
は
綱
領
成
立

後
も
、

一
人
五
一
年
五
月
に

z
z
o円
g
g
p
m
句

g
Z
%
を
発
刊
、
翌
五
二
年
五
月
に
は
続
け
て
2
司
巾
0
1
0．
白

E
Hお
ち
を
発
刊
し
、
新
し

い
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
、
ガ
メ

l
ジ、

フ
ィ
ン
レ
ン
、
グ
ロ

l
コ
ッ
ト
ら
と
と
も
に
運
動
再
建
を
目
指
し
て
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
告
訴
え
続

＋
ノ
日

F

』。
l

j

 
運
動
の
見
通
し
に
絶
望
し
た
ハ

l
＝
ー
が
ひ
ョ

l
ン
ズ
と
対
立
し
、

五
二
年
初
頭
以
後
そ
の
戦
列
か
ら
脱
落
し
て
い
っ
た
に
も
拘
ら

ず
さ
き
に
述
べ
た
ウ
エ
ス
ト
は
、
新
綱
領
採
担
当
時
に
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
指
導
者
ら
し
い
人
物
が
い
な
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
オ
l
コ
ン
ナ
l

は
病
気
で
殆
ん
ど
顔
を
出
さ
ず
、
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
は
代
表
で
な
く
、

ソ
l
ン
ト
ン
・
ハ
ン
ト
、

ハ
l
ニ
l
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
、

凡ジョ

l
ン
ズ
、

ホ

チャ
1
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

九



チ
ャ
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社
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九
四

リ
ヨ

l
ク
ら
の
中
で
指
導
者
ら
し
い
立
場
に
あ
る
人
は
い
な
か
っ
た
と
主
張
し
、
新
綱
領
の
意
畿
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
役
割
を
も
過

少
評
価
し
て
い
る
0
2
）
ス
ロ
ッ
ソ
ン
の
評
価
も
極
め
て
消
概
的
で
あ
る
。
ス
ロ
ッ
ソ
ン
は
「
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
説
明
展
と
穿
減
守
物
需
る
真
市
問

｛
恒

av

題
は
、
そ
の
組
織
や
指
導
者
に
対
し
て
与
え
た
大
衆
の
支
持
の
量
の
変
佑
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
一
八
四
八
年
以
後

労
働
大
衆
が
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
か
ら
遠
ぎ
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
か
の
新
綱
領
は
そ
れ
ま
で
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
に
従
っ
て
き
た
労
働
大
衆
の
見

解
を
反
映
せ
ず
む
し
ろ
遊
離
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
、
末
期
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
意
義
を
低
く
評
価
し
て
い
物
こ
れ
ら
の
見
解
が
末
期
チ

）
 

1
 

（
 

ャ
l
テ
イ
ズ
ム
の
正
し
い
像
を
伝
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ミ
ミ
同
旨
白
書
九
叫
haF
〉－買ロ

HN－
E
S
H
N
U
H∞
臼
・
』
・

ω
Eロ
F

ou－
n凶作・〉匂
HU・
困
（

3
・
M勾
l
N
B）
u
P－o
m
E
B自
刊
〉
a
o－－

O
仏

ザ

吋

巳
H
O

の
F
R
Z
Z件
。
。
ロ
〈
O
ロ巴
O
口
口
同

H
∞
町
一
戸
”
に
よ
る
o
n時・

切
・
〉
－

E
E
H
o
p
n仲間
u
・
口
HlHN0・
回
・
回
・
『
S
E
R
E－n
e・g
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a・

ω
同
za－－
HM・M
印吋・

ω
宮山
a－－

HM・
N
U
u
w
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ω
H
E
a－－匂・
M
g－

別
的

F
E－
U
2
v－N日∞
I
N
S－

m
F
E－u
司－
M
包・

ω
円

σ広－
w

唱

HM－N
S
I
N
g－
乙
の
場
合
U
ョ
l
ン
ズ
が
オ
l
コ
ン
ナ
l

の
讃
美
す
る
小
土
地
保
有
利
を
反
動
と
し
て
攻
撃
し
、
土
地
国
有
を

説
い
た
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
乙
れ
は
土
地
独
占
反
対
と

い
う
一
八
世
紀
末
の
急
進
主
義
者
ト
l
マ
ス
・
ス
ペ
ン
ス
以
来
の
共

遜
の
前
援
に
立
つ
二
人
の
聞
に
、
オ
l
コ
ン
ナ
l
の
反
動
性
と
ひ
ョ

l
ン
ズ
の
進
歩
性
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
小
土
地
保
有
制
ほ

ど
反
動
聞
な
も
の
は
な
い
。
そ
れ
は
地
主
勢
力
を
増
大
せ
し
め
る
も

の
で
あ
る
」
と
ジ
ョ
l
ン
ズ
は
主
張
し
た
。
ミ
a
s
g
h芯

hush民ア

〈
O
「
ア
℃
匂
－

N
g
l
N日叶
C
c
q－
H∞
臼
）
宮
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ω里
佳
P
℃
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・
広
ω
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区
日
目
同
E
P
S
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7
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8
1
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（冨
Z
L
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c
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P
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Hω
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ι
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円
己
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同
ロ

ω
E
g
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MM・
8
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帥
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H10mgssou
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uHM・
M
g・

ω
5
5・・

HM－
N
8・

問
帥

Z
5・・

H》

H
Y
N
S
I
N
E－

帥
反
対
に
ひ
ョ
l
ン
ズ
は
、
後
向
き
の
性
格
濃
厚
た
生
産
者
組
合
を
唱

導
し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
争
厳
し
く
批
判
し
た
如
く
・
政
治

権
力
な
し
の
個
々
別
々
の
協
同
組
合
は
失
敗
し
、
明
－
働
者
階
級
に
幸

福
を
も
た
ら
し
得
る
も
の
で
は
な
い
、
と
厳
し
く
批
判
し
た
。
』
・

ω宮
口
－
0・
何
百
曲
目
付

H
0
5
9
同M－
E
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ゐ
口
同
・
～
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』
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四
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ω－2
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』
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E
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・

9吋
白
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B

E
S
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宮
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HEω
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へ
拙
稿
紹
介
「
西
洋
史
学
」
三
十
輯
）



(18) (I司 (I骨自日

な
お
オ
ウ
エ
ン
主
義
時
代
の
協
同
組
合
運
動
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
イ

ギ
リ
ス
初
期
協
同
組
合
運
動
の
基
本
的
性
格
｜
オ
ウ
エ
ン
主
畿
の
社

会
的
基
鍛
l
」
（
「
西
洋
史
学
論
集
」
一
二
）
を
参
照
。

H
J
c
m
E
B
S
F

－E仏－
w
H
Y
8
H
・

E
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w

回以同
Y
N由
H
l
l
N
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・

同－
V
同島－
w
H
U
・
N
白N
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ヨ
切
立
件
即
日
ロ
．
田
口
口
仲
可

H
C
E
O吋

ω
0
5目印司由＝（
H
u
s
h
u
Rば

h
u
a』甲町『
w

』出口己目同・司

H
ω
w
H
∞印印）山口』・
ω
戸〈日戸叩
w
同UHM
・］戸斗叶
l
l
H
∞0
・
zω
白戸内出。円
ω

田口色。山門戸
N
O
ロ・

ι，D
円

F
O
O
U
U
円。
mmhw
仏
O
同
開
芹
『
叩
円
。
日
胆
帥
凹
エ

（
ミ
ミ
h
b
同
さ
匂
白
『
w
k
F
℃門出

H
L
E∞
）
山
口
同
・

ω胆
ユ
ロ
0
・

3
・
3

l
H
O
N
－
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
父
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
？
｜
ン
ズ
は
イ
ベ
リ
ア

半
島
戦
役
者
並
び
に
ワ
l
テ
ル
ロ

l
の
戦
に
活
躍
し
た
降
寧
少
佐
で

あ
っ
た
乙
と
を
想
起
せ
よ
。

ロ
ジ
コ
フ
も
綱
領
の
目
的
を
「
社
会
主
義
間
開
放
の
計
一
削
」
と
呼
ぴ
、

「
チ
ャ

l
テ
ィ
ス
ム
に
よ
る
空
想
社
会
主
義
の
克
服
は
、
：
英
国

の
先
進
桝
労
働
者
に
よ
る
科
学
的
社
会
主
義
の
受
容
の
先
駆
で
あ
り
、

空
想
的
共
産
主
義
か
ら
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論
へ
の
独
特
の
掛
橋

で
あ
っ
た
o

」
と
極
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
（
切
・
〉
・
℃
O
V
民同
1

8
W
2
6・
口
含
一
方
ガ
ル
キ
ン
は
、
綱
領
に
「
資
本
主
義
制
度
の

滅
亡

ω不
可
避
性
と
社
会
主
義
制
度
に
よ
る
そ
れ
の
交
代
が
；
－
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
」
乙
と
か
ら
、
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
は
「
全
般
的
階

級
闘
争
の
中
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
際
史
的
役
割
と
位
置
」
を

充
分
理
解
し
得
な
か
っ
に
と
批
判
し
、
こ
れ
ら
綱
領
の
本
質
的
欠
陥

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
チ
ャ

1
テ
イ
ズ
ム
の
際
史
に
お
い
て
一
八

(I曲

チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

削帥

五
一
年
綱
領
は
理
論
的
に
「
巨
大
な
進
歩
」
を
遂
げ
た
こ
と
を
認
め

「
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論
の
若
干
の
最
も
重
要
な
諸
問
題
の
理
解

に
お
い
て
重
大
な
進
歩
」
を
な
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る

U

（回・∞－

「
2
5
z
w
n
H
U
w
a
h日
I

8

・）

∞
－
∞
・
「
P
回目内出国－

n仲間】・斗
ω・

ジョ

l
ン
ズ
は
既
は
一
八
五
一
年
五
月
、
世
界
で
民
主
主
義
が
早
期

に
実
現
さ
れ
得
る
国
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
国

の
み
で
あ
り
、
他
の
諸
国
で
は
不
可
能
、
と
く
に
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ

ア
で
は
一
つ
の
革
命
が
必
要
ピ
と
主
張
し
た
。

k
b
H
S
H
q
H」
曲
目

hum－－

、FZ
0

・H
W

冨
釦
司

H
∞印
H
・5
』・

ω
恒三回目。
w

匂・
H

8
・
）
乙
の
思
砲

は
「
ノ
l
ッ
・
ト
ゥ
・
ザ
・
ピ
l
プ
ル
」
の
後
の
号
（
〈
D
H
・デ同》同》・

2
ι
l
1
2
3
で
一
一
間
発
厳
し
、
「
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

民
主
主
義
拷
得
の
道
は
本
質
問
に
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
鋤
と
バ

リ
ケ
ー
ド
だ
け
が
決
定
す
る
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
ジ
コ

フ
は
乙

ω平
和
革
命
紛
争
高
く
評
価
し
た
。
（
切
・
〉
・
℃
O
M
5
8回w

n
q・口町
I
H
S－）

h
b
H
h
M
H
色同』白
H
U
E
D』U
F

〈
D
「
デ
－
UHV
・白

E
l
g印－
n
－Z
弘同門

o
g

m－〉・℃
O
出向民
O
国u

ロ門司－

HH吋・

マ
ル
ク
ス
「
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
」
（
～
否
定
可
。
込

b
h
ξ
吋
竺
吉
道
u

k
r
z
m
E凹
件
以
－
H
∞
巴
・
マ
ル
・
エ
ン
選
集
第
六
巻
九
三
頁
）
を
参
照
。

な
お
第
四
節
を
み
よ
。

レ
l
ニ
ン
全
集
第
三
十
巻
四
五
八
頁
一
ー
妥
協
に
つ
い
て
」
（
マ
ル
ク

ス
・
レ
l
ニ
ン
研
究
所
訳
、
五
一

O
頁
）
。
ロ
ジ
コ
フ
（
一

O
八
頁
）
、

カ
ル
キ
ン
（
六
一
二
頁
）
に
引
用
あ
り
。

』・

4
『O
凹門司℃・

N
出印・

ω 倒(2.j) 関

ブし
五



チャ
l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

九
ノ、

仰）帥帥

M
M

・
4
『・

ω】

O
回目。ロ
u

H

V
－
A
F
品

wn同－

H
由∞・

問
自
己
仏
・
句
司
・

H
O出
u
H
O
U－
－
］
｛
］
｛
］

f

H

由∞・

乙
こ
で
ζ
れ
ら
の
著
述
が
、
未

r社
会
主
義
が
現
実
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
わ
れ
わ

れ
は
よ
り
正
し
く
脱
出
史
的
に
位
置
づ
け
得
る
諸
条
件
の
下
に
生
き
て

い司令。

四

さ
で
か
か
る
ひ
ョ

l
ン
ズ
ら
の
理
論
的
立
場
は
過
去
十
有
余
年
に
つ
い
て
の
厳
し
い
自
己
批
判
の
上
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
繰
返
す
ま
で
も

ヲ
ラ
タ
ナ
ル
・
デ
モ

な
い
が
、
既
に
指
摘
し
た
如
く
、
マ
ル
ク
ス
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
影
響
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ジ
ョ

l
ン
ズ
、
ハ

l
ニ
l
は
、
「
友
愛
民
主
主

義
者
同
盟
」
（
一
八
四
六
年
三
月
、
ハ

l
ニ
！
、
シ
ャ
ツ
パ

l
、
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
ら
に
よ
り
結
成
）
及
び
「
共
産
主
識
者
同
盟
」
（
一
八
四
七
年

六
月
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
、

シ
ャ
ツ
パ
ー
ら
に
よ
り
結
成
）
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
接
近
し
た
。
と
こ
ろ
で
そ
の
影
響

を
ど
の
程
度
評
価
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
研
究
者
ロ
ジ
コ
フ
と
ガ
ル
キ
ン
の
聞
に
意
見
の
対
立
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ロ
ジ
コ
フ
が

（

3】

そ
の
影
響
を
決
定
的
だ
と
見
な
さ
な
い
の
に
対
し
、
ガ
ル
キ
ン
は
そ
れ
を
決
定
的
と
見
な
し
ロ
ジ
コ
フ
を
批
判
す
る
。
こ
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト

自
身
に
よ
る
前
進
と
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
影
響
の
何
れ
を
決
定
的
と
見
な
す
か
は
な
お
検
討
を
要
す
る
所
で
あ
る
が
、
切
離
せ
な
い

関
連
を
も
っ
こ
の
二
要
因
を
二
者
抗
一
的
に
選
び
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

そ
の
際
す
べ
て
を
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
で
決
定
さ
せ
よ
う

と
い
う
態
度
も
棄
て
て
か
か
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
こ
の
問
題
は
他
に
譲
る
と
し
て
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト

を
い
か
に
評
価
し
て
い
た
か
、

に
焦
点
を
合
せ
た
い
と
思
う
。

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
払
っ
た
関
心
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
、
を
掴
起
せ
ね
ば

マ
ル
ク
ス
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
通
じ
て
初
め
て
ハ

l

－7
と
知
り
合
っ
た
の
は
一
八
四
五
年
夏
の
ロ
ン
ド
ン
旅
行
の
と
き
で
あ
っ

d
o

な
ら
ぬ
。

こ
の
時
既
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ハ

l
ニ
ー
を
は
じ
め
多
く
の
チ
ャ

1
テ
イ
ス
ト
と
知
己
を
結
ぴ
、

そ
の
前
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
体
験
と
見

聞
に
基
づ
く
労
作
を
著
わ
し
、

そ
の
中
で
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
進
む
べ
き
道
を
正
し
く
指
示
す
る
と
も
も
に
大
き
な
希
望
を
托
し
て
い
た
。
ま



た
彼
等
自
身
も
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

乙
れ
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
及
ぴ
マ
ル
ク
ス
を
し
て
チ
ャ

1
テ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
支
持

と
助
言
と
を
続
け
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
の
大
き
さ
と
そ
の
推
移
は
、
両
人
閣
の
往
復
書
簡
が
明
瞭

に
物
語
っ
て
い
る
。

チャーデイズムに言及した書簡数

1852-1854にはチャーティ

ズを扱った多くの論文があ

り、何れもチャーテイズム

を積極的に高く評価してい

る。

(11月と12月のみ）

(5までに22適）

(9月23日まで）

書簡数

2 

3 

F

D

n
日

F

D

n

u

n

O

勾
4

円，
U

守

ム

噌

A

n

o

n

d

o

o

n

3

A

U

噌

i

内

4

勾

O

a

a宮
戸

D

佳－

M

M

M

U
四

回

目

山

町

田

ω

節

回

噌

’

ム

噌

EA

噌

’

ム

唱

EA

唱

EA

噌

EA

唱

EA

噌

EA

噌

EA

噌

Ea・

（註）

一
月
か
ら
五
一
年
五
月
ま
で
の
間
（
二
七
適
）

に
集
中
し
て
い
る
。

チ
ャ

1
テ
イ
ス
ト
運
動
に
関
す
る
彼
ら
の
関
心
は
一
八
五
O
年
末
｜
五
三
年
に
最
も
大
き
く
、
わ
け
で
も
五
O
年
十

と
の
表
が
示
す
如
く
、

乙
の
時
期
こ
そ
出
獄
し
た
ジ
ョ

l
ン
ズ
が
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
社
会
主

の
で
あ
る
。
当
時
彼
ら
は
ハ

l
ニ
l
、

義
的
h
h
h

新
綱
領
が
成
立
し
た
時
期
に
ほ
か
な
ら
ず
、
彼
ら
の
関
心
の
推
移
は
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
前
進
と
後
退
と
を
鮮
や
か
に
反
映
し
て
い
る

ジ
ョ

I
ン
ズ
を
同
志
と
し
て
緊
密
な
協
力
を
続
け
て
い
た
。
例
え
ば
一
八
五
O
年
四
月
、
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ロ
ン
ド
ン
で
一
つ
の
国
際
的
組
織
「
万
国
革
命
的
共
産
主
義
者
連
盟
」

そ
の
規
約
に
は
二
人
の
他
に
ウ
ィ

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
代
表
と
し
て
ハ

l
－7
が
署
名
し
て
い
〈
幻
c

を
結
成
し
た
が
、

リ
ヒ
、
プ
ラ
ン
キ
派
と
し
て
グ
ィ
ダ
ル
と
ア
ダ
ム
、

チャ
1
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

九
七



チャ
1
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
翁

九
八

し
か
し
彼
ら
と
ハ

l
＝
ー
と
の
協
力
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。

ハ
l
ニ
l
の
意
見
は
彼
ら
か
ら
か
な
り
離
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
両
者
の
分

マ
ル
ク
ス
、

対
立
が
生
じ
、
結
局
ハ

l

－7
が
後
者
に
組
し
た
乙
と
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
っ
切

離
は
同
年
九
月
「
共
産
主
識
者
同
盟
」
内
部
で
革
命
政
策
を
め
ぐ
っ
て
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
と
ウ
ィ
リ
ヒ
、

シ
ャ
ツ
パ

l
派
と
の
聞
に

ハ
l
＝
l
は
資
本
主
義
の
発
展
が
必
然
的
に
階
級
闘
争

を
激
化
さ
せ
社
会
主
議
へ
移
行
す
る
と
い
う
明
確
な
認
識
は
も
た
ず
、
そ
れ
故
に
マ
ル
ク
ス
が
革
命
の
勝
利
に
は
数
十
年
の
激
し
い
闘
争
が
必

要
だ
と
説
く
と
き
、
そ
れ
に
は
承
服
し
得
な
か
っ
た
。
努
働
者
の
子
と
し
て
貧
困
を
経
験
し
、
そ
の
経
験
の
中
か
ら
学
ん
だ
ハ

l
ニ
l
は
、
現

実
の
労
働
者
の
貧
困
か
ら
超
然
と
す
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
十
時
間
資
働
法
が
拒
否
さ
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
努

働
者
階
級
の
解
放
が
早
く
な
る
の
だ
と
い
う
主
張
に
は
同
意
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
理
論
研
究
か
ら
出
発
し
た
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン

ゲ
ル
ス
と
実
践
運
動
か
ら
出
発
し
た
ハ

l
ニ
l
（
ひ
い
て
は
多
数
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
）
と
の
大
き
な
相
違
点
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
治

i¥ 

五
0
年
代
に
お
い
て
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
革
命
理
論
は
あ
ま
り
に
も
理
論
的
で
あ
る
が
故
に
労
働
者
に
深
く
根
を
下
し
得
ず
、
国
立

せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
他
方
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
が
実
践
的
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
理
論
的
に
は
後
退
し
て
い
っ
た
。
そ
乙
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
限
界
性
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
ま
た
両
者
が
果
す
異
っ
た
歴
史
的
役
割
を
認
め
る
と
と
が
で
き
る
。

一
方
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
な
お
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
護
り
続
け
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
信
頼
と
援
助
と
を
得
て
い
た
。

「
で
き
た

ら日
ν
ョ
l
ン
ズ
に
署
名
っ
き
の
論
文
を
一
つ
書
い
て
や
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
は
そ
の
新
聞
を
続
け
て
勉
強
し
て
い
る
。

ハ
l
＝
l

「
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
全
く
正
し
い
道
を
歩
ん
で
い
る
。

得
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
理
論
な
く
し
て
は
彼
は
正
し
い
道
に
入
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
。
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
へ
、
一
八
五
二
・

と
は
違
う
、
そ
れ
だ
か
ら

2
2
0
g
m
g
s－O
句
。
O
H
M

－叩3
は
盛
ん
に
な
っ
て
ゆ
く
0
2匂
江
O
同
色

O
同
容
町
市
町
O
H
M

－03
は
駄
目
に
な
っ
て
ゆ
く
の

に
勾
（
マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
、
一
八
五
一
・
七
・
三
一
）

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
い
い

一
ニ
・
一
八
）
ま
た
マ
ル
ク
ス
は
「
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
」
と
題
し
た
論
文
（
一
八
五
二
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
「
：
：
：
し
か
し
普
通

選
挙
権
は
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
は
政
治
的
な
力
を
意
味
す
る
。
：
：
：
だ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
普
通
選
挙
権
を
た
た
か
い
と
る
乙
と



は
、
大
陸
で
社
会
主
義
の
名
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
ど
ん
た
方
策
よ
り
色
、
社
会
主
義
の
精
神
が
と
も
っ
た
成
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

と

一
方
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
ま
た
「
資
本
論
」
英
語
版
序
文
（
一
八
八
六
）

で、

マ
ル
ク
ス
の
理
論
を
説
明
し
て
次
の
如
く
述
べ
た
。

「
少
く
と

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
が
全
く
平
和
的
な
合
法
的
な
手
段
を
も
っ
て
不
可
避
的
な
社
会
革
命
令
』
遂
行
し
得
る
唯
一
の
国
で

あ
る
。
勿
論
彼
は
次
の
よ
う
に
柑
加
え
る
の
を
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
。
自
分
は
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
階
級
が
『
奴
隷
制
擁
護
の
反
逆
』
も
し
伝

乙
の
平
和
的
合
法
的
革
命
を
享
受
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
期
待
し
な
い
切
戸
」

い
で
、

か
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、

ひ
ョ

l
ン
ズ
ら

に
結
集
さ
れ
た
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
を
社
会
主
義
に
連
な
る
平
和
革
命
の
道
と
し
て
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
組
織
の
弱
体
佑
は
覆
う
べ
く
も
な
く
、
五
二
空
末
五
三
年
初
頭
に
は
全
く
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
。
だ
が

ヲ
ョ

l
ン
ズ
は
な
お
も
活
動
を
続
け
て
い
た
。
五
三
年
初
夏
ラ
ン
カ
シ
ア
の
ブ
レ
ス
ト
ン
を
中
心
に
組
合
運
動
が
た
か
ま
っ
て
く
る
や
、
彼
は

ラ
ン
カ
シ
ァ
に
オ
ル
グ
に
向
っ
た
。

「
明
日
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
・
エ
ッ
ひ
へ
ゆ
き
ま
す
。
そ
こ
で
ヨ

l
ク
シ
ァ
と
ラ
ン
カ
シ
ァ
の
チ
ャ

l
テ
ィ

ス
ト
の
屋
外
集
会
が
聞
か
れ
る
予
定
で
す
。
・
：
：
・
一
八
四
八
年
の
裏
切
り
と
分
裂
、

五
百
名
の
指
導
的
活
動
家
を
牢
獄
と
流
刑
に
う
ば
い
さ
ら

れ
て
当
時
の
組
織
が
壊
滅
に
帰
し
た
乙
と
、
海
外
移
住
の
結
果
わ
れ
わ
れ
の
陣
営
が
ひ
ど
く
手
薄
に
な
っ
た
こ
と
、
好
景
気
の
影
響
を
う
け
て

人
民
の
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
っ
た
く
衰
え
た
こ
と
！
こ
れ
ら
の
事
情

ω結
果
全
国
的
な
テ
ャ

1
テ
イ
ス
ト
運
動
は
ま
っ
た
く
孤
立
し
て

し
ま
い
、
ち
ょ
う
ど
社
会
問
題
の
知
識
が
、
労
働
者
の
聞
に
普
及
し
始
め
た
そ
の
と
き
に
、

チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
組
織
は
ま
す
ま
す
弱
体
佑
し

ま
し
た
。
し
か
し
政
治
組
織
の
廃
嘘
の
う
え
に
：
：
：
労
働
運
動
が
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
発
生
し
た
労
働
運
動
は
最
初
は
協
同
組
合
の
企
て
と

い
う
形
で
出
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
不
成
功
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
十
時
間
労
働
日
の
制
定
、
機
械
動
力
の
使
用
制
限
、
賃
金
の

組
織
的
遅
配
反
対
及
び
団
結
権
に
か
ん
す
る
法
律
の
新
し
い
解
釈
の
た
め
の
精
力
的
闘
争
と
い
う
形
態
を
と
る
に
至
り
ま
し
た
。
：
：
：
私
は
組

織
か
ら
脱
落
し
た
無
活
動
な
地
方
的
グ
ル
ー
プ
を
組
織
化
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
わ
た
っ
て
印
象
深
い
全
般
的

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
決
行
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
の
で
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
・
エ
ッ
ジ
の
屋
外
集
会
か
ら
新
し
い
闘
争
が
始
ま
る
で

チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
議

九
九



チ
ャ
1
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

し
よ
う
o

t
－－：」

（
ツ
ョ

l
ン
ズ
か
ら
マ
ル
ク
ス
へ
）

孤
立
無
援
に
近
い
状
態
で
遂
に
は
敗
北
し
て
い
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

ル
ス
が
’
伎
に
大
き
な
期
待
・
を
寄
せ
て
い
た
の
は
当
然
の
乙
と
で
あ
っ
た
。

一O
O

ツ
ョ

1
ン
ズ
は
い
か
に
雄
々
し
か
っ
た
こ
と
か
。

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ

）
 

1
 

（
 

テ
イ
ズ
ム
の
意
義
を
、
社
会
主
義
思
想
史
上
に
お
い
て
も
、
労
働
運
動
史
上
に
お
い
て
も
正
し
く
評
価
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

乙
こ
で
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
申
心
と
す
る
末
期
チ
ャ

l

(2) 

ロ・

1
3
同
O
H
E
Z
E
W
O唱－

n
p
w
M
M－
HM∞
ほ
・
〉
・
呂
田
巴
叩
吋

F
m
F
aロ
m
w
1
2
0
F
Z
S担
氏
。
ロ
色
〉
祖
国
o
n
E氏。ロ

5
8
1
g
s－

Q
3
E
S
H
S邑
担
遺
言
、
白
二
寝
室
尚
一
室

3・
〈
O
F
同

H
由

ω∞）

下
回
由
由
民
・
な
お
国
際
際
社
会
主
義
運
動
史
上
に
お
け
る
ヤ
ャ
l
テ

イ
ス
ト
の
活
隠
に
つ
い
て
は
、
「
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
と
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
題
し
て
京
大
西
洋
史
読
書
会
大
会
（
昭
和
三
十

三
年
十
一
月
』
で
報
告
し
た
。
飯
間
期
「
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
資
本
主
誌
の
変
貌
と
労
働
組
合
運
動
の
変
転
ー
そ
の
二
」

（
「
一
ニ
出
学
会
雑
誌
」
五
一
巻
九
号
）
は
こ
の
問
題
を
若
干
取
扱
っ

て
い
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
共
産
主
義
者
同
盟
の
賊
史
」
（
マ
ル
・
エ
ン
選
集
、

第
二
巻
、
四
二
七
l
四
五
三
頁
）
、
〉
冨
巴
宮
司
ド
各
国
吉
岡
wOHM－

n
p
－
H
U
H
Y
H
S
l
H
8・
巴
∞
I
N
S－
を
参
照
。

切
－
〉
・
唱
。
疑
問
。
国

u
n
e－－

HNHlHNN－

回
－
∞
・
吋
阻
b
R
園田
u

ロ仲間
Y

－∞
u
・

ハ
1
ニ
1
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
の
初
会
見
は
、
一
八
四
三
年
秋
リ
1
ズ

の
「
ノ
l
ザ
ン
・
ス
タ
1
3一
紙
の
事
務
局
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
訪
問
し

た
時
。
ハ

1
ニ
1
は
三
才
年
少
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
、
「
殆
ん
ど
少
年

ら
し
い
若
々
し
い
姿
を
し
た
背
が
高
く
ハ
ン
サ
ム
な
若
者
」
と
書
い

(al (4) (3) 

(6) 

て
い
る
O

（〉・同・

ωnvoM『

o
p
u・尽坦）

司
・
切
口
問
。
戸
帥
・
巴
凶
冊
一

F
担
問
。
品
。
H－
〉
司
HMOROロ
ao回
開
】
個
師
帥
自
由
ロ

開口隔も曲目円凶・

ω－N
U
H
・
邦
訳
マ
ル
・
エ
ン
選
集
楠
巻
二
、
三
五
六
頁

を
参
照
。

関
脚
ユ
冨
同
司
H
－
同
吋
ユ
白
色
江
nHH
何回
mozu
凶
吋
白
色
唱
。
n
E冊
目
（
冨
但
ロ
ー

何
回
同
冊
目
由
。

g呂
田

S
ロ師岡田
σ叩
ロ
ユ
ロ
叩

hFVSロ
ロ
ロ
明
）
句
国
P

H
l品
・
回
冊
巳
E
S
S
1
5臼
・
訳
文
は
岡
崎
次
郎
訳
岩
波
文
庫
版

を
利
用
し
た
。

次
の
手
紙
を
参
照
せ
よ
。
「
十
月
二
日
の
ノ
l
ザ
ン
・
ス
タ
ー
で
、

ハ
l
ニ
l
及
び
フ
ラ
タ
！
ナ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ツ
の
民
主
主
者
会
議

開
催
の
要
求
t
T
見
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
れ
は
支
持
す
べ
き
ピ
。

僕
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
聞
で
そ
れ
を
支
持
し
よ
う
。
（
同
・
J

冨
・
民
会
・

ロ－

E
t
H回
目
広
島
・
国
内
同
・

7ωω
－
g｜
∞
吋
）
「
本
部
（
「
共
産
主
義

者
同
盟
」
の
｜
引
用
者
）
が
乙
乙
（
パ
リ
l
同
）
に
設
け
ら
れ
た
。

ヲ
ョ
l
ン
ズ
、
ハ
l
ニ
l
、
シ
ャ
ツ
ペ
ル
、
パ
ウ
エ
ル
、
モ
ル
が
乙
乙
に

い
る
か
ら
ピ
。
僕
は
委
員
長
に
、
シ
ャ
ツ
ベ
ル
は
書
記
に
任
命
さ
れ

た
。
・
・
・
3
司

l
ン
ズ
は
昨
日
イ
ギ
リ
ス
へ
発
っ
た
。
ハ
l
ニ
l
は

病
気
化
。
」
（
冨
・
↓
開
・

H
E∞・

ω－
H
N
S
H
E
P
－回
a－－・
ω－g
・）

そ
の
他
一
八
五

O
年
十
一
月
十
九
日
及
び
二
三
日
の
マ
ル
ク
ス

）
 

7
 

｛
 

(8) 



(9) 

か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
、
同
十
一
月
二
五
日
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
マ
ル

ク
ス
宛
、
同
十
二
月
二
日
及
び
十
九
日
の
マ
ル
ク
ス
夫
人
か
ら
エ
ン

ゲ
ル
ス
宛
の
書
簡
を
参
照
。

2
E
p
w
g・
HH品
l
H
N品

kr・
冨
昨
日
目
2
F
O
V巳
ロ
m
u
c
m
y
n
F
－
H
Y
5
u・
マ
ル
・
エ
ン
選
柑
封

鎖
四
巻
三
三
二
－
｜
三
三
三
頁
。
な
お
、
「
共
産
覧
宣
言
」
は
一
八
五

O
年
十
一
月

ω
「
レ
ッ
ド
・
リ
パ
フ
リ
カ
ン
」
紙
上
に
四
固
に
わ
た

っ
て
訳
載
さ
れ
た
o
訳
者
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
部
敬
し
て

い
た
友
人
へ
レ
ン
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
「
国
冊
目
。
ロ
冨

R
Pユ胆
H
H
h
w

）

娘
。
（
kr－
MN－
p
v
z
o
p
o
u－
n
R－
wHV－
N
o
p
n同・℃－
H∞
N）

〉
－
冨
E
R
F
o
v
Eロ
m
－
OHM－
nH？”

3
・

H
S
I
M
C
O－
マ
ル
ク

ス
「
ウ
ィ
リ
ヒ
・
シ
ャ
ツ
パ

l
派
に
つ
い
て
」
（
マ
ル
・
エ
ン
選
集

第
四
巻
三
三
四
｜
三
三
五
頁
）
。
∞
－
∞
－

UP国民
国

E
w
n
G－斗∞－

ハ
l
ニ
ー
が
一
八
五
一
年
二
月
八
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
主
義
運
動

の
英
雄
ベ
ン
将
軍
追
悼
集
会
に
小
プ
ル
同
胞
に
共
に
参
加
し
、
同
二

十
四
日
の
二
月
革
命
記
念
宴
会
を
ウ
ィ
リ
ッ
ヒ
・
シ
ャ
ツ
パ

l
派
や

プ
ラ
ン
キ
ス
ト
ら
と
共
に
催
し
た
こ
と
が
マ
ル
ク
ス
の
信
頼
セ
決
定

的
に
失
わ
せ
た
。

hr・HN
・
ω
n
F
0
3
p
o
u－
n伊丹－

w
同）・

5
0切

NH品｜
NH叶
・
回
・
∞
・
「

E
l

E
F
E
U－

al戸
前
掲
「
ウ
ィ
リ
ヒ
・
シ
ャ
ツ
パ

l
派
に
つ
い

て
」
を
参
照
。

kr．河・

ω
n
z
z
o
p
H
y
y
H
N
U
l
H
ω
r
N
O品｜
N
8．

ハ
l
ニ
ー
ら
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
か
ら
彼
ら
が
「
学
者
一
「
学
者
先

生
」
と
し
て
嫉
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
六
年
十

二
月
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
宛
書
簡
ぞ
参
照
（
切
ユ
忠
君
2

F

。。。。(13) (I苛

チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

）
 

4
 

・1（
 

曲
。
ァ
ロ
仏
・
ア

ωω
－
S
l
a
c－
訳
書
I
一
一
六
｜
一
一
七
頁
）
。
ぇ

〉・河・

ω
n
F
0
3
p
o
u－2
？
”
℃
円
u
－HN由
1
5
0・

ロ
H－HO同d
q
o
n
z
o
f
回
内
？
？
ω
－
NN白
・
訳
書
』
一
一
一
九
｜
四
O
回。

zミ
ミ
S
H
b
S司

husミ
・
（
一
八
五
一
・
五
｜
五
二
・
五
」
は
最
も

革
命
的
な
機
闘
紙
と
折
紙
そ
っ
け
ら
れ
た
。

【

σ広－
w
聞
広
・
ア

ω
・
ωω0・
訳
書
1
一
一
一
一
一
｜
二
一
二
頁
c

マ
ル

ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
一
八
六
四
年
十
一
月
凶
日
の
書
簡
を
参
照

（目

σ日仏－
w

開
仏
・
園
”

ω・］
S
U）。

見
砲
さ
て
ミ
b
b
h
K
H
吋『与さ時間・

k
r
c
m
g
H
N
Y
H∞印
N・
マ
ル
・
エ

ン
選
集
第
六
巻
九
三
一
員
。
こ
の
中
で
マ
ル
ク
ス
は
ひ
ョ

l
ン
ズ
が
ハ

リ
フ
7

ツ
ク
ス
で
行
っ
た
選
挙
演
説
ゼ
激
讃
ぞ
も
っ
て
引
川
し
て
い

4
0
0
 

(15) 。。(I司

「
資
本
論
」
岩
波
文
庫
1
五
六
一
氏
。

乙
れ
は
次
の
論
文
中
に
引
用
さ
れ
た
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
手
紙
。
マ
ル
ケ

ス
「
イ
ギ
リ
ス
の
好
況
｜
ス
ト
ラ
イ
キ

l
東
方
問
題
」
（
同
室

5
『b
b
a
ξ

コE
a
p
E
予
Hgω
・
マ
ル
・
エ
ン
選
集
第
六

巻
二
二
七
｜
二
二
八
頁
）
。

ヅョ

l
ン
ス
に
対
す
る
誤
っ
た
評
価
の
出
発
点
を
な
し
た
の
は
、
手

ャ
l
テ
イ
ス
ト
運
動
史
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ワ

l
ク
、
ガ
メ
l
ジ
の
労

作
で
あ
る
。
ガ
メ

l
ジ
は
－
八
五
四
年
ま
で
ジ
ョ

l
ン
ズ
、
フ
ィ
ン

レ
ン
ら
と
と
も
に
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
来
た
が
、
同

年
三
月
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
中
央
委
員
の
選
挙
で
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
対
立

し
て
敗
れ
た
後
、
運
動
か
ら
離
れ
た
人
で
あ
り
、
そ
の
一
間
後
に
書
い

た
の
が
か
の
研
究
で
あ
っ
た
。
ガ
メ
1
3
は
ク
ョ

l
ン
ズ
に
対
し
て

自由(19) 

。



チ
ャ
l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

個
人
的
非
難
を
あ
ぴ
せ
、
彼
を
「
隠
れ
て
不
正
を
た
く
ら
む
」
、
「
偽

銭
円
者
」
、
「
野
心
家
で
金
の
た
め
に
動
く
」
な
ど
と
非
難
し
た
。
か

よ
う
に
ガ
メ
l
少
の
研
究
は
個
人
的
回
想
に
富
む
も
の
で
あ
っ
て
、

詳
細
を
極
め
た
反
面
、
昨
有
線
性
に
欠
け
る
点
も
多
い
が
、
ま
た
一
八

五
四
年
と
い
う
年
に
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
運
動
の
客
観
的
な
係
史
守
番

く
乙
と
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乙
の
ガ
メ
1
ツ

結

び

。

の
著
述
が
後
の
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
運
動
史
研
究
に
大
き
た
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
否
み
得
な
い
重
大
江
事
実
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ル
は
こ
の

点
に
つ
い
て
ガ
メ
！
？
批
判
を
読
み
て
い
る
。
ぇ
・
？

ω同丘ロ
0

・

〉
唱
？
？
同
U
H
Y
N
お
l

N
目
白
・
拙
稿
紹
介
「
世
界
史
研
究
」
十
八
号

（
付
記
）
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
チ
ャ
1
テ
イ
ス
ト
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
追
っ
て
よ
り
詳
細
な
研
究
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
論
述
し
た
所
か
ら
、

一
八
四
人
年
以
後
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
は
死
滅
し
去
っ
た
の
か
、
と
い
う
聞
に
対
す
る
解
答
は
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
と
思
う
。

確
か
に
一
八
四
入
年
以
後
、
か
つ
て
人
民
憲
章
の
旗

ω下
に
大
衆
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
断
行
し
、
三
百
万
も
の
署
名
者
を
集
め
、
ケ
ニ
ン

ト
ン
・
コ
モ
ン
に
二
十
万
余
の
民
衆
を
集
め
て
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
陣
営
を
震
駿
さ
せ
た
如
き
大
衆
運
動
は
二
度
と
起
ら
な
か
っ
た
。
運
動
の

中
核
と
し
て
一
八
四
一
年
｜
二
年
に
五
万
人
と
称
さ
れ
て
い
た
全
国
憲
章
協
会
の
会
員
も
、
僅
か
数
千
人
へ
と
減
少
し
、
チ
ャ

1
テ
イ
ズ
ム

の
支
持
者
は
絶
対
的
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
死
滅
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
一
八
四
八
年
以
後
に
お
け
る
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
大
き
な
思
想
的
前
進
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
一
八
四
八

的
に
は
大
き
く
前
進
し
、

P
ョ
l
ン
ズ
、

年
以
降
、
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
は
そ
の
支
持
者
が
減
少
し
た
と
は
い
え
、
ブ
ル
グ
ョ
ア
急
進
主
義
の
残
浮
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
思
想

ハ
l
ニ
ー
ら
の
指
導
者
は
社
会
主
義
を
目
指
し
つ
つ
労
働
者
階
級
の
団
結
と
解
放
の
た
め
に
あ
く

な
き
斗
争
を
続
け
た
。
か
の
一
八
五
一
年
三
月
の
新
綱
領
は
こ
の
運
動
方
針
の
集
約
的
な
表
現
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
中
に
は
マ
ル
ク
ス
主
議

を
予
想
さ
せ
る
多
く
の
も
の
を
含
ん
で
い
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、

一
八
五

0
年
代
初
頭
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
に



力
強
い
支
持
と
助
言
と
を
惜
し
ま
伝
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
か
く
て
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
は
、

一
八
四
八
年
以
後
死
滅
し
去
っ
た
の
で
は
決
レ

で
な
く
、
弾
庄
に
よ
る
一
時
の
断
絶
が
あ
っ
た
後
で
理
論
的
に
大
き
く
前
進
し
、

マ
ル
ク
ス
主
議
と
連
な
る
社
会
主
義
運
動
と
し
て
生
れ
変
つ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
理
論
的
立
場
を
わ
れ
わ
れ
は
革
命
的
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。

か
く
て
一
八
四
0
年
代
の
チ
ャ

1
テ
イ
ス
ト
運
動
か
ら
五

0
年
代
初
頭
の
そ
れ
へ
の
発
展
の
様
相
は
次
の
如
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず

四
八
年
以
前
の
運
動
は
、
産
業
革
命
末
期
の
社
会
的
不
安
の
中
で
、
飢
餓
に
あ
え
ぐ
雑
多
な
労
働
大
衆
が
現
在
の
境
遇
に
対
し
て
抱
い
て
い
た

激
し
い
不
満
を
人
民
憲
章
の
旗
の
下
に
爆
発
的
な
形
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
明
確
な
統
一
さ
れ
た
意
識
と
要
求
を
色
つ
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
末
期
の
運
動
は
、
低
い
意
識
の
雑
多
な
階
層
が
脱
落
し
、
残
っ
た
尖
鋭
な
意
識
を
も
っ
チ
ャ

1
テ
イ
ス
ト
左
派
が
運
動

の
担
い
手
と
な
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
運
動
的
性
格
を
濃
厚
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
四
八
年
以
前
の
チ
ャ
！
テ
イ
ス
ト
左
派
が
生
き

残
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
左
派
自
身
が
大
き
な
理
論
的
前
進
を
遂
げ
た
乙
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
て
五
0
年
代
初
頭
の
チ
ャ

ー
テ
イ
ズ
ム
は
、
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
の
発
展
が
た
ど
り
つ
く
べ
き
到
達
点
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の
多
く
の
研
究
は
ζ

の
「

発
展
」
を
無
視
し
た
傾
向
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
問
題
は
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
に
進
ん
だ
社
会
主
議
運
動
へ
と
前
進
し
な
が
ら
も
、
何
故
運
動
は
敗
北

し
、
衰
滅
し
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
そ
れ
に
は
ま
ず
運
動
を
と
り
ま
く
客
観
的
諸
条
件
、
と
く
に
一
八
四
0
年
代
後
半
以
降
の
イ
ギ
リ

ス
の
経
済
的
繁
栄
と
そ
れ
に
伴
う
ブ
ル
ひ
ヨ
ワ
急
進
派
勢
力
の
拡
大
と
穆
透
が
、
運
動
の
社
会
的
基
盤
を
変
質
せ
し
め
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪

い
去
っ
た
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
上
で
運
動
に
内
在
し
た
主
体
的
な
諸
要
因
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
思

想
的
な
面
で
チ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
側
に
主
体
的
な
誤
り
が
な
か
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
再
ぴ
一
八
五
二
年
前
後
の
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム

に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
一
年
綱
領
成
立
当
時
、
組
合
の
組
織
佑
を
惇
び
か
け
て
い
た
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
五
一
年
末
、
合
問
機
械
工
組
合

（一一

0
0
0人
）
が
ス
ト
を
宣
言
し
た
と
き
、

チャ
l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

乙
れ
に
激
し
い
非
難
攻
撃
を
あ
び
せ
、
遂
に
は
「
す
べ
て
の
封
働
組
合
は
た
と
え
百
万
人
を
包

一O
三



チ
ャ
l
テ
イ
ズ
ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

一O
四

括
し
て
い
よ
う
と
も
全
く
誤
っ
た
存
在
で
あ
る
」
、
「
政
治
権
力
な
し
の
協
同
組
合
は
無
意
味
だ
」
と
さ
え
主
張
し
勺
乙
の
ひ
ョ

l
ン
ズ
の
組

合
に
対
す
る
態
度
は
明
ら
か
に
セ
ク
ト
的
で
あ
り
、
彼
は
労
働
者
の
日
常
的
な
組
織
活
動
を
充
分
理
解
せ
、
す
、

そ
の
役
割
を
正
し
く
認
識
す
る

乙
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

乙
の
聞
に
は
組
合
が
次
第
に
不
熟
練
労
働
者
を
排
除
し
て
高
賃
金
労
働
者
の
み
の
保
守
的
な
資
本
主
義
擁

と
し
て
発
展
し
、
反
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
的
性
格
を
濃
厚
に
し
た
と
い
う
事
情
が
入
っ
て
い
る
勺
ジ

護
の
組
合
（
い
わ
ゆ
る
「
新
型
組
合
」
）

ョ
l
ン
ズ
の
立
場
は
三
十
数
年
を
経
た
ハ
イ
ン
ド
マ
ン
の
セ
ク
ト
主
議
に
連
な
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
一
八
五

0
年
代
に
お
け
る
革
命

的
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
対
新
型
組
合
、
協
同
組
合
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
急
進
主
義
の
問
題
に
は
な
お
検
討
す
べ
き
多
く
の
点
を
残
し
て
い
る
が
）
、

紙
幅
も
つ
き
た
の
で
他
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

）
 

1
 

（
 

拙
梢
「
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
運
動
の
歴
史
的
性
格
と
意
義
に
つ
い
て
｜

労
働
組
合
と
の
関
連
に
お
い
て
l
L
（
「
西
洋
史
学
」
四
十
二
輯
）

を
参
照
。

ミ
む
な
M
H
b
H
b自

H
U
S
L守

F
〈

o－
－
デ
同
M
M
M

・∞由。
l
N
（H
r
w
v
・
お
お
」
h
w

司
・
由
討
（
富
男
n
F
H
∞ω
N
）・

2
』・

ω自己同
O
W
3・
H
U
O
l
S印

拙
梢
「
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
運
動
と
ト
レ
ー
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
」
（
「
西

洋
史
学
論
集
」
六
）
を
参
照
。

新
綱
領
の
成
立
前
後
に
始
ま
り
、
と
く
に
一
八
五
二
年
二
月
に
決
定
的

と
な
っ
た
ツ
ョ
l
ン
ズ
と
ハ
l
ニ
l
の
対
立
は
、
こ
の
組
合
運
動
を
い

か
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
に
大
き
な
原
因
を
も
っ
て
い
た
。
乙
の

問
題
に
つ
い
て
は
「
ア
l
ネ
ス
ト
・
ツ
ョ
l
ン
ズ
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー

ニ
l
」
と
題
し
て
西
日
本
史
学
会
・
九
州
史
学
会
合
同
大
会
昭
和
三

十
四
年
六
月
）
に
て
報
告
し
た
（
要
旨
は
本
誌
掲
載
、
。

(2) (3) (4) 
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A Study on the late period of Chartism 

by H. Koga 

It has been generally recognized that the years of Chartism 

which followed the failure of the April 10th meeting (1848) on 

Kennington Common, were only a trifling event in British 

working-class history because it is wrongly believed that Char

tist ideas and Chartist politics had died by the formation of 
the oppotunistic "new model" Engeneer's union in 1851. Strict

ly speaking I think this understanding is inadequate. we should 

not miss the excellent lesdership of Ernest Jones and George 

Julian Harney in these years, especially the new programme of 
Chartism which was introduced by E. Jones in Chartist 

Conventionof March 31, 1851 and formed the theoretical peak of 

this movement. 

The idea of Chartism after 1848 was nearly approached the 

position of scientific socialism by Jones and Harney who were 

the intimate friend and collaborator of Marx and Engels, alth

ough their movement was not enoughly supported by working

mass: as compared with the idea of Chartism before 1848 which 
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only aimed the realization of the Charter and made not clear 

the ultimate social end, its end was in the socialist society. 

Although the errors of Chartist left, i.e. sectarianism to trade 

union movement and impatience to revolution, should not be 

ignored in our description, their contribution to both British 

labour movement and the development of socialist thought 

should not be extinguished in British working-class history. 
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